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平成３０年度厚生労働科学研究費補助金 
難治性疾患等政策研究事業(免疫アレルギー疾患等政策研究事業 移植医療基盤整備研究分野) 

 
総括研究報告書 

 
小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発 

 
     研究代表者  荒木 尚  埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター 准教授 
 

研究要旨： わが国において脳死下臓器提供が開始されてから 20 年を経て、年間の臓器提供件数は

緩徐ながらも増加の一途にある。2010 年 7 月 17 日改正法の施行以降、18 歳未満の小児の臓器提供

は 34 件（2019 年 4 月 9日時点）を数える。小児の脳死下臓器提供に関しては、小児脳死判定基準、

小児の意思表示、被虐待児の対象除外など多様な課題が指摘されている。個々の事例ではこれらの

課題に対し施設判断で対応されてきており、一定の指針は示されていない。本研究では、これまで

18 歳未満の小児からの脳死下臓器提供を経験し施設名を公表した医療機関より聴き取り調査を行

い、小児の脳死下臓器提供の課題を抽出する。提示された課題は各々、救急初期診療・法的脳死判

定・虐待の除外・家族ケア・小児の意思表示と 5種別に分類し、現行の法的脳死判定マニュアル等

と照らし合わせを行う。特に被虐待児の除外に関わる経緯、家族ケアに関わる経緯については重点

を置いて検討する。最終的には、小児の脳死判定の実践、小児の終末期に関する考え方と家族への

支援の仕方について参考となる資料の作成、小児の臓器提供を実施するにあたり必要な知識を得る

ための包括的教育ツールの作成を目的とする。研究班は日本小児救急医学会の協力を得て、1名の

研究協力者の推薦を経て研究班を構成した。現在 34 例実施された 18 歳未満の小児の脳死下臓器提

供が、個々の医療機関でどのような体制を以て実施されているか把握するため、提供施設のうち施

設名公表について家族同意を得た医療機関を訪問している。聴き取り調査の内容は録音の上、業務

委託契約を基に逐語録を作成し、各分担研究者と共有して研究の促進に充てる。倫理面への配慮：

本研究は介入研究や観察研究ではないが、匿名性の高い診療情報を取り扱うことから、埼玉医科大

学総合医療センター倫理委員会の承認を得た。研究に際しては人を対象とした医学系研究に関する

倫理指針（平成 26 年 12 月 文部科学省、厚生労働省）に則って行った。 

 

研究分担者 

荒木  尚 埼玉医科大学総合医療センター

高度救命救急センター准教授 

永田 繁雄 東京学芸大学・教育学研究科・

教授 

瓜生原葉子 同志社大学・商学部・准教授 

 

多田羅竜平  大阪市立総合医療センター・緩

和医療科・部長 

西山 和孝 北九州市立八幡病院・小児科・

部長 

種市 尋宙 富山大学大学院医学薬学研究部

(医学)・講師 

日沼 千尋  東京女子医科大学・看護学部・

教授 

別所 晶子 埼玉医科大学・医学部・助教 

 

研究協力者 

佐藤 毅 東京学芸大学・教育学研究科・ 

 

Ａ．研究目的 

わが国において脳死下臓器提供が開始されてか

ら20年を経て、年間の臓器提供件数は緩徐ながら

も増加の一途にある。2010年7月17日改正法の施行

以降、18歳未満の小児の臓器提供は34件（2019年4
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月9日時点）を数える。小児の脳死下臓器提供に関

しては、小児脳死判定基準、小児の意思表示、被

虐待児の対象除外など多様な課題が指摘されてい

る。個々の事例ではこれらの課題に対し施設判断

で対応されてきており、一定の指針は示されてい

ない本研究では、これまで18歳未満の小児からの

脳死下臓器提供を経験し施設名を公表した医療機

関より聴き取り調査を行い、小児の脳死下臓器提

供の課題を抽出する。提示された課題は各々、救

急初期診療・法的脳死判定・虐待の除外・家族ケ

ア・小児の意思表示と5種別に分類し、現行の法的

脳死判定マニュアル等と照らし合わせを行う。特

に被虐待児の除外に関わる経緯、家族ケアに関わ

る経緯については重点を置いて検討する。最終的

には、小児の脳死判定の実践、小児の終末期に関

する考え方と家族への支援の仕方について参考と

なる資料の作成、小児の臓器提供を実施するにあ

たり必要な知識を得るための包括的教育ツールの

作成を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

研究結果の概要：研究班は日本小児救急医学会の

協力を得て、1名の研究協力者を推薦いただき研究

班を構成した。尚、永田班は実施体制を研究協力

者である佐藤に委託し、以後研究を実施した。現

在34例実施された18歳未満の小児の脳死下臓器提

供が、個々の医療機関でどのような体制を以て実

施されているか把握するため、提供施設のうち施

設名公表について家族同意を得た医療機関を訪問

している。聴き取り調査の内容は録音の上、業務

委託契約を基に逐語録を作成し、各分担研究者と

共有して研究の促進に充てる。 

倫理面への配慮：本研究は介入研究や観察研究で

はないが、匿名性の高い診療情報を取り扱うこと

から、埼玉医科大学総合医療センター倫理委員会

の承認を得た。研究に際しては人を対象とした医

学系研究に関する倫理指針（平成26年12月 文部

科学省、厚生労働省）に則って行った。 

・小児脳死下・心停止下臓器提供事例における研

究班（荒木） 

・「いのちの教育」全国セミナー開催に関する研

究（永田） 

中学生に対する道徳授業の一環として導入され

ている「いのちの教育」において移植医療をテー

マとし、家庭において命について話し合う機会の

醸成を図る。研究協力者佐藤は同テーマを用いた

授業実績を有していることから、実際の授業を録

画してインターネット上に公開可能なツールを作

成する。更に配布用パンフレットの改訂を行い、

教育資料として活用できるよう検討する。 

・セミナー・パンフレット広報活動を通した啓発

活動に関する研究（瓜生原） 

中学校において道徳授業が必修化され、その主

要な7社の教科書に臓器移植が含まれることを契

機に，「中学教諭が臓器移植に関する教育を実施し

てみようと思い（行動意図），複数名が実施し（行

動），その経験を共有する」ことを行動目標とした

教育支援ツールの作成とその検証を全体の目標と

する。臓器移植の授業を実施している中学教諭に

対するインタビューを実施し授業運営をイメージ

できる授業支援ツールの必要性が明らかとなり、

指導要綱と動画を作成し意見を収集する。 

・小児の終末期医療の実践に関する研究（多田羅） 

小児緩和ケア教育プログラムの実践に伴う経験

を脳死臓器移植のドナーに関わる医療者の教育プ

ログラムへ活用するための検討を行う。 

・重症小児救急事例の発生頻度と初期診療におけ
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る家族の意思確認に関する研究（西山） 

小児の脳死および脳死下臓器提供に関する既存

の意識調査を基に脳死に至る前の段階としての小

児救急現場における現状把握を行う。 

被虐待児の除外に関する研究（種市） 

全国聞き取り調査を基に、被虐待児除外のプロ

セスにおける課題の抽出を行い、現在公表されて

いる被虐待児診断マニュアルの解釈について提言

を行う。また被虐待児除外マニュアル作成者と面

談を行いマニュアル改訂について検討する。 

・小児脳死下臓器提供における看護ケアに関する

研究（日沼） 

看護師向けの調査計画として、インタビュー項

目を検討、倫理委員会に申請した。 

・小児脳死下臓器提供における家族ケアに関する

研究（別所） 

小児脳死下臓器提供に関わる家族ケアに関する

文献研究を実施した。 

Ｃ．研究結果 

・小児脳死下・心停止下臓器提供事例における研

究班（荒木） 

・「いのちの教育」全国セミナー開催に関する研

究（永田） 

中学生に対する道徳授業の一環として導入され

ている「いのちの教育」において移植医療をテー

マとし、家庭において命について話し合う機会の

醸成を図る。研究協力者佐藤は同テーマを用いた

授業実績を有していることから、実際の授業を録

画してインターネット上に公開可能なツールを作

成する。更に配布用パンフレットの改訂を行い、

教育資料として活用できるよう検討する。この点

は瓜生原班の行動理論と協働することにより更な

る教育効果を生むと考えられたため、厚生労働省

の協力を得て引き続き研究実施する。 

・セミナー・パンフレット広報活動を通した啓発

活動に関する研究（瓜生原） 

中学校において道徳授業が必修化され、その主

要な 7 社の教科書に臓器移植が含まれることを契

機に，「中学教諭が臓器移植に関する教育を実施し

てみようと思い（行動意図），複数名が実施し（行

動），その経験を共有する」ことを行動目標とした

教育支援ツールの作成とその検証を全体の目標と

する。臓器移植の授業を実施している中学教諭に

対するインタビューを実施し授業運営をイメージ

できる授業支援ツールの必要性が明らかとなり、

指導要綱と動画を作成し意見を収集している。 

その結果、中学校における「道徳」授業必修化と

主要 7 社の教科書に「臓器移植」が含まれること

は外部環境変化として好機であるものの、授業の

実施や家族と臓器移植の対話を生むまでには、い

くつかの障壁があることが明らかになった。「授業

を行う」までのステップを、行動変容ステージモ

デルを適用し、その障壁と促進要因を明確にし、

促進に寄与する教育支援ツールを開発する。今回

作成した支援ツールの課題として、リアリティを

与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との対話

を促す工夫が挙げられた。本支援ツールをサポー

トする題材として、臓器移植を身近に感じさせる

動画、当事者の動画も併せて提供する必要性があ

ると考えられた。授業で生徒の関心が高まってい

る段階で意思表示媒体の配布やインターネットで

の登録方法などを提示することが効果的であると

考えられる。家族との対話を促す方法については、

さらなる先行研究の調査に基づく考察が必要と考

える。次年度には動画を視聴した中学教諭に対す

る意見聴取を行い動画の視聴終了時に、行動意図

（授業をしてみようと思ったか？）、意見（良かっ

た点、改善点）、動画視聴前後の行動変容ステージ

（5段階）、行動への促進因子（実際に授業をする

にあたり、何が追加で必要か？）を訪ねる web ア

ンケートのしくみを導入が検討される。 
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・小児の終末期医療の実践に関する研究（多田羅） 

小児緩和ケア教育プログラムの実践に伴う経験を

脳死臓器移植のドナーに関わる医療者の教育プロ

グラムへ活用するための検討を行った。自院で脳

死臓器移植のコーディネート行う医療スタッフを

対象に、現状における課題、教育プログラムのニ

ーズについて聞き取り調査を行った。続いて、こ

れまで 10 年近く続けてきた小児医療従事者向け

の小児緩和ケア教育プログラムの実践を基に、脳

死臓器移植のドナー家族に関わる医療者向けの教

育プログラムの在り方を考察した。聞き取り調査

を通じて、脳死臓器移植のドナー家族に関わるコ

ーディネーター不足、ドナー家族へのサポート体

制が不十分なこと、脳死臓器移植に関わる多職種

に対する普及啓発、教育の取り組みの必要性が浮

かび上がった。小児緩和ケア教育プログラムは全

人的なケアを実践するための入門的なプログラム

であり、難しい場面におけるコミュニケーショ

ン・スキルの上達、全人的な家族ケアの実践的理

解の向上、倫理的感性の涵養において教育経験が

生かされうると考えられた。小児緩和ケア教育プ

ログラムは脳死臓器移植のドナー家族に関わる医

療者に対する教育プログラムを構築する上で様々

な点で参考になりうると思われ、今後さらに内容

を吟味していくことが望まれる。 

・重症小児救急事例の発生頻度と初期診療におけ

る家族の意思確認に関する研究（西山） 

小児の脳死および脳死下臓器提供に関する既存

の意識調査を基に脳死に至る前の段階としての小

児救急現場における現状把握を実施している。来

院した子どもの保護者に対し脳死や臓器提供に関

する意識調査を行ったところ、臓器提供の説明や

提供についても説明を聞いてみたい、検討してみ

たいという前向きな意見は半数を上回っていた。

小児救急医学会員に対し意識調査を行い、特に虐

待への対応については、過去の虐待歴がある場合、

虐待の疑いや予防できる傷害の判断などについて

肯定的な意見もあることが分かった。平時からの

情報提供や教育を行っていくことで脳死や脳死下

臓器提供により関心が高まり、オプション提示を

行いやすい社会環境や被虐待児への対応などを社

会で再度議論する土壌が生まれると思われ、今後

引き続き検討を加える。 

・被虐待児の除外に関する研究（種市） 

小児からの臓器提供におけるプロセスは複雑で

あり、小児からの臓器提供に至らなかった原因と

して、「虐待の疑いが否定できず」が上位に挙げら

れている。「被虐待児除外マニュアル」の内容が厳

しすぎ解釈や実践が容易ではないため、これまで

に児童からの臓器提供を実施し、施設名が公表さ

れている施設へ赴き、被虐待児除外のプロセスに

おける問題点をヒアリングにて明らかにし、解決

策をまとめた指針を提示する予定である。今年度

は「脳死下臓器摘出における虐待の判別」（研究分

担者 奥山 眞紀子）に報告されている「脳死下臓

器提供者から被虐待児を除外するマニュアル改定

案(Ver. 4) （研究協力者 山田不二子、宮本信也、

荒木尚、溝口史剛、星野崇啓）」（以下,虐待除外

Ver4）の内容、文言を評価し、現場において、理

解しがたい部分、解釈に困難を伴う部分、問題と

考えられる部分を抽出し評価を行いヒアリング時

に各施設に行う質問事項を作成した。ヒアリング

後、逐語録を基にデータ解析を行う。現マニュア

ルの理解を促進させる成果物を作成する。 

・小児脳死下臓器提供における看護ケアに関する

研究（日沼） 

研究対象は 15 歳未満の小児の脳死下臓器提供

を実施した施設のうち、施設長の許可が得られ、

研究の趣旨に同意した看護師６名を対象として聴

き取り調査を実施している。インタビューで収集

する主な内容は「患者ケアの実際」であり、①研

究対象者の年齢②研究対象者の職種、専門③研究

対象者の経験年数、移植医療に関わった経験④研

究対象者の所属部署、診療科⑤対象者が行った看
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護ケアについて「子どもに対して行った支援とケ

ア、その根拠、心がけたこと」「家族に対して行っ

た支援とケア、その根拠、心がけたこと」「子ども

と家族のためにして良かったと考える支援、ケア」

「もっとこうすればよかったと思う支援、ケア」

「子どもの脳死下臓器提供における支援、ケアの

課題」「当時を振り返って感じること」等を聴取す

る。データは、質問項目毎に要点を集約する。 

・小児脳死下臓器提供における家族ケアに関する

研究（別所） 

小児の脳死下臓器提供に関わる家族の心理と対

応について Pub-med を利用し「organ transplant」

「brain death」「family care」「pediatric」をキ

ーワードとする文献研究が実施された。この中

で・脳死の診断から臓器提供を経験した家族の心

理と対応について考察がなされ、臓器提供に際し

て家族が重視すること、臓器提供に際して家族が

悩むこと、臓器提供を考える家族への対応、臓器

提供の同意理由と家族の心理、臓器提供の拒否理

由と家族の心理、決断後の家族の長期的悲嘆プロ

セス、他国の動向の 8 項目について明らかにされ

た。小児の脳死下臓器提供を決断する前に家族は

「子どもの死」を体験しなければならず、心理的

葛藤は大きいことが示された。家族は医療者に対

して共同決定を望んでおり、子どもが救命救急セ

ンターに運ばれてきた直後から、脳死と診断され、

臓器提供を決断し、臓器提供のプロセスが進み、

死亡退院した後も、継続的に家族に対して情緒的

サポートを提供することが重要であることも示さ

れた。小児の脳死・脳死下臓器提供に関して、現

在乳幼児の保護者である世代は全否定ではなく前

向きに捕えてくれる可能性があり、医療従事者に

おいても同様の傾向が認められる。正確な知識や

情報提供を行う体制整備構築が望ましい等の結論

を導いた。 

Ｄ．考察 

本研究班は、小児科医を始めとして救急医、脳

神経外科医、小児緩和医療、臨床心理士、看護師

に至るため多職種による包括的視点から検討を行

うことを主眼とした集団である。法的脳死判定に

係る学会認定医や専門医の学術集団である日本救

急医学会、日本脳神経外科学会は元より、日本小

児科学会や日本小児救急医学会の動向を逐次踏ま

えながら研究を実施している。 

・小児の脳死下臓器提供の背景と現状について 

研究の主体である小児の脳死下臓器提供の現状の

把握については、令和元年 5月 27 日現在 3施設か

らの聞き取り調査が終了し、令和元年度内に 10

施設における 12 例の臓器提供の概要を集約する

予定である。分担研究班の報告書にも見られる通

り、わが国の小児の脳死下臓器提供に関しては制

度の複雑さや現行の施行規則に関する疑問が数多

く指摘されており、何らかの解決策が必要とされ

てきた。中でも被虐待児の除外に関する判断は最

も大きなハードルの一つとして認識されており、

特に「被虐待児除外マニュアル」の内容が厳しす

ぎ、解釈や実践が容易ではないことや、児童相談

所や警察など諸機関との連携をいかに深めていく

かといった現場の判断に即する資料の作成が喫緊

の課題でもある。聞き取り調査にご協力を頂いた

結果、大変貴重な情報が得られつつある。先ず全

ての対象施設からの調査を無事に終了し、施設の

想いを大切に研究に活かすことが大義であるため、

逐語録が完成次第、各班員は具体的考察に入るこ

とが可能となる。 

先行研究では、子どもの保護者の中には、臓器

提供の説明や提供についても説明を聞いてみたい、

検討してみたいという前向きな意見は半数を上回

ったこと、また小児救急医学会員に対する調査で

は虐待対応について、過去の虐待歴がある場合、

虐待の疑いや予防できる傷害の判断などについて

臓器提供を進めることに肯定的な意見もあること

が示された。また、文献研究により、小児の脳死

下臓器提供を決断する前に家族は「子どもの死」
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を体験しなければならず、心理的葛藤が元来大き

いこと、家族は医療者に対して共同決定を望んで

おり、子どもが救命救急センターに運ばれてきた

直後から、脳死と診断され、臓器提供を決断し、

臓器提供のプロセスが進み、死亡退院した後も、

継続的に家族に対して情緒的サポートが絶対に必

要なことが示された。 

脳死臓器移植のドナー家族に関わる医療者向け

の教育プログラムに関する聞き取り調査により、

脳死臓器移植のドナー家族に関わるコーディネー

ター不足、ドナー家族へのサポート体制の不十分

さ、脳死臓器移植に関わる多職種に対する普及啓

発、教育の取り組みの必要性が指摘された。小児

緩和ケア領域における教育プログラムは全人的な

ケアを実践するための入門的なプログラムであり、

難しい場面におけるコミュニケーション・スキル

の上達、全人的な家族ケアの実践的理解の向上、

倫理的感性の涵養において有用であるため、臓器

提供の際のケアにも有用であることが示唆されて

いる。このような背景を踏まえると、現在乳幼児

の保護者である世代は全否定ではなく前向きに捕

えてくれる可能性があり、医療従事者においても

同様の傾向が認められるが理解できる。次の 10

年を見据え、私たちは正確な知識や情報提供を行

う体制整備構築に努めなくてはならないと強く願

うところである。 

最後に学校教育に於ける研究については、中学

校の道徳授業が必修化、主要な 7 社の教科書に臓

器移植が含まれることを契機に，「中学教諭が臓器

移植に関する教育を実施してみようと思い（行動

意図），複数名が実施し（行動），その経験を共有

する」ことを行動目標とした教育支援ツールの作

成を試みたが、臓器移植の授業を実施している中

学教諭へのインタビュー結果から授業運営をイメ

ージできる支援ツールの必要性が挙げられた。し

かし、授業の実施から家族と臓器移植の対話を生

むまでには障壁があることも示され、「授業を行う」

までのステップを、行動変容ステージモデルを適

用し、その障壁と促進要因を明確にし、教育支援

ツールを開発する予定である。 

平成 30 年度の研究成果から、令和元年度に対応

すべき課題について各研究班が相互理解を深め、

互いの研究内容を共有することが出来ている。令

和元年度もこの研究を継続し、より具体性に富ん

だ成果の発表、セミナー受講生に対する教育ツー

ルの応用とフィードバック、教育効果の検証を行

いながら、より良い成果物の完成を果たしたい。 

 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
 
Ｇ．研究発表 
１）論文発表 
【荒木尚】 
1 荒木尚：小児外傷の特徴. 日医雑誌 2018 14

6巻・第11号 pp2253-2256 
2 荒木尚：虐待による外傷. 日医雑誌 2018 14

7巻・第3号 pp532-534 
3 荒木尚：小児の脳死と臓器提供 小児外科 20

18;50:723-728 
4 荒木尚：虐待による頭部外傷. 季刊刑事弁護 

2018;94:50-53 
5 荒木尚：重症頭部外傷治療・管理のガイドラ

イン第3版.救急医学 2018;42:1154-1157 
6 荒木尚：頭部外傷. 外傷専門診療ガイドライ

ンJETEC改訂第2版. へるす出版 2018：pp86-
97 

7 荒木尚：頭蓋内圧管理. 外傷専門診療ガイド
ラインJETEC改訂第2版.へるす出版 2018：pp
331-339 

8 荒木尚：小児のスポーツ脳振盪. Clinical N
euroscience 2018;36:1147-1151 

9 荒木尚：小児頭部外傷.脳・脊髄外傷の治療. 
NSNOW14, メディカルビュー社 2018：pp18-2
7 

10 荒木尚：H30-32厚生労働科学研究費補助金(難
治性疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾
患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分
野））)課題番号：H-30-難治等（免）－ 一般
 －101「小児からの臓器提供に必要な体制整
備に資する教育プログラムの開発」研究代表
者 

11 荒木尚：H30-32科学研究費助成事業（学術研
究助成基金助成金）基盤研究(C) 「救急・集
中治療領域における脳死患者対応の教育シス
テムに関する研究」研究代表者 

12 荒木尚：H29-31厚生労働科学研究費補助金(難
治性疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾
患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分
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野））)課題番号：H-29-難治等（免）－ 一般
 －102「脳死下・心停止下における臓器・組
織移植ドナー家族における満足度の向上及び
効率的な提供体制構築に資する研究」研究代
表者 横田裕行 

13 荒木尚：小児のスポーツ頭部外傷. 頭頚部・
体幹のスポーツ外傷,メディカルビュー社 20
17：pp78-86 

14 荒木尚：事故外傷－頭部外傷.徴候から見抜け
小児救急疾患.Jmed 52.日本医事新報社 201
7:pp130-137 

15 荒木尚：小児からの臓器提供の諸問題. 日医
雑誌 2017 146巻・第9号 pp1775-1778 

16 Araki T, Yokota H, Ichikawa K. A survey 
on pediatric brain death and on organ tr
ansplantation: how did the law amendment
 change the awareness of pediatric healt
hcare providers? Childs Nerv Syst 2017; 
33:1769–177 

17 荒木尚, 横田裕行, 森田明夫：小児の頭部外
傷. EBMに基づく脳神経疾患の基本治療指針
(第4版),メディカルビュー社 2016：pp249-
255 

18 Araki T, Yokota H, Fuse A .Brain Death i
n Pediatric Patients in Japan: Diagnosis
 and Unresolved Issues; Review. Neurolog
ia medico-chirurgica, Neurol Med Chir(To
kyo)2016;56:1–8 

19 荒木尚, 横田裕行, 森田明：小児の頭部外傷.
 EBM に基づく脳神経疾患の基本治療指針(第
4版),メディカルビュー社 2016：pp249-255 

20 Araki T, Yokota H, Fuse A .Brain Death i
n Pediatric Patients in Japan: Diagnosis
 and Unresolved Issues; Review. Neurolog
ia medico-chirurgica, Neurol Med Chir (T
okyo) 2016;56:1–8 

21 Araki T, Yokota H, Ichikawa K, Osamura T,
 (5): Simulation-based training for dete
rmination of brain death by pediatric he
althcare providers. Springerplus ; 4: 41
2doi: 10.1186/s40064-015-1211-4. eCollec
tion 2015 

22 荒木尚, 横田裕行：小児の脳死-重篤な意識障
害の子どもたちを支える脳死学の在り方を求
めて-.脳死・脳蘇生 2015；27（2）:55-62 

23 荒木尚, 横田裕行：小児の脳死―現状と課題
－. 小児脳神経外科学 改訂第2版（坂本博昭、
山崎麻美編）, 金芳堂 2015 

24 荒木尚：熱中症. 今日の小児診療指針第16 
版（水口雅、市橋光、崎山弘編）, 医学書院 
2015 

25 荒木尚：頭部外傷. 内科・小児科研修医のた
めの小児救急ガイドライン改訂第3版（市川光
太郎編）診断と治療社 2015 

 
【永田繁雄】 
1 永田繁雄、森有希、坂本哲彦、堺正之、柴原

弘志、樋口一宗、毛内嘉威、齋藤真弓、廣瀬

仁郎、島恒生、平成29年版学習指導要綱改訂
のポイント 古屋真宏、他12名 明治図書4－8 

2 押谷由夫、諸冨祥彦、西野真由美、新井浅浩、
永田繁雄 道徳教育の理念と実践.放送大学教
育振興会 225-242,243-259. 小学校新学習指
導要領の展開特別の教科道徳編. 明治図書10
-17(2) 
 

【瓜生原葉子】 
1. 瓜生原葉子(2012)『医療組織のイノベーション

－プロフェッショナリズムが移植医療を動か
す－』中央経済社. 

2. Success factors for social systems to inc
rease the number of organ donations –from
 the perspectives of mechanisms and organ
izational behaviors. International Journa
l of Clinical Medicine, Vol 9. No.2 

3. 横田貴仁、瓜生原葉子他. 一般啓発活動の効果
測定を容易にする媒体の探索的開発. 日本臨
床腎移植学会雑誌第６巻第1号 

4. 瓜生原葉子. 戦略オーケストラ 臓器提供増加
に資する総合戦略. 肝胆膵第72巻第3号405-41
7,2016 

5. 高橋由光、瓜生原葉子他.医療分野における番
号制度導入への医師を対象にした意識調査.日
本公衆衛生雑誌 第62巻第7号325-337, 2015
【種市尋宙】 

1. 種市尋宙，太田邦雄．救急場面における初期 
対応 溺水 小児科診療 81: 86-88, 2018. 

2. 種市尋宙，板沢寿子，堀江貞志，野村恵子，足
立雄一，坂下裕子．急性の経過でこどもを喪失
した家族へ渡すグリーフカードの意義．日本小
児救急医学会雑誌18（1）: 6-11, 2019. 

3. Takase N, Igarashi N, Taneichi H, Yasukaw
a K, Honda T, Hamada H, Takanashi JI. Inf
antile traumatic brain injury with a biph
asic clinical course and late reduced dif
fusion. J Neurol Sci. 2018; 390: 63-66. 

4. 堀江貞志, 種市尋宙, 田中朋美, 宮一志, 本
郷和久, 足立雄一, 西野一三. 低身長で、繰り
返すけいれん発作を契機に診断されたMELASの
1例. 小児科2018 59(4): 353-4 

5. 種市尋宙. 小児重症心不全治療の現状と将来 
こどもの脳死下臓器提供の現状と小児科医の
役割.日本小児循環器学会雑誌 2017 33(2): 9
1-99. 

6. 種市尋宙. 脳死とこどもの命と小児科医. 日
本小児科医会会報 2017 54: 44-47. 

7. 種市尋宙. 腸管出血性大腸菌感染症による脳
症はどのように診断して治療したらよいでし
ょうか？東京: 中外医学社; 神経内科 Clinic
al Question & Pearls 神経感染症 p116-120. 

8. 種市尋宙. 【徴候から見抜け!小児救急疾患 
押さえておきたい各徴候の病態と対応スキル】
嘔吐.Jmedmook 2017 52: 101-109. 

9. 種市尋宙. 小児救急から見た保育施設の危機
管理. 保育と保健 2017 23(1): 29-31. 

10. 和田 拓也, 種市 尋宙, 荒井 美穂, 中林 玄
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一, 足立 雄一．high-flow nasal cannula 療
法下に航空搬送を行った重症喉頭軟化症の乳
児例．救急医学 2017; 41(3): 364-368. 

11. 種市尋宙,宮脇利男：原発性免疫不全症候群 1．
液性免疫不全を主とする疾患．「ポケット版 
カラー内科学」門脇孝、永井良三編，西村書店，
東京，1321-1323,2016. 

12. 種市尋宙．希少神経感染症 腸管出血性大腸菌
感染症による急性脳症の病態と治療戦略.Neur
oinfection 2015; 20（１）： 34-39. 
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のためのガイドライン 
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子(2013).我が国における小児の臓器移植の現
状と課題.東京女子医科大学看護学会誌8(1), 
p.7-14. 

3. 日沼千尋,青木雅子,関森みゆき,奥野順子,清
水美妃子, 服部元史, 石塚 喜世伸, 近本 裕
子.(2013)平成22－25年度科学研究費補助金基
盤C 臓器移植を受ける子どもの支援プログラ
ム開発に関する研究―主体的意思決定から自
律へ 研究報告書 

4. 日沼千尋他(2004).臓器移植法改正に関するア
ンケート結果報告.日本小児看護学会誌13(2).
46－54.日本小児看護学会(2004). 臓器移植法
改正に関する日本小児看護学会の見解. 作成
責任 http://jschn.umin.ac.jp/files/kennka
i130801.pdf(2) 

5. 落合 亮太,水野 芳子,青木 雅子,権守 礼美,
日沼 千尋他(2017). 社会保障・診療体制 先天
性心疾患患者に対する移行期チェックリスト
の開発.日本成人先天性心疾患学会雑誌6巻1号
 P.85 

6. 青木 雅子,日沼 千尋(2016)脳死臓器移植を受
ける子どもの支援における看護ガイドライン
の作成.日本看護科学学会学術集会講演集 36
回 P.95 

7. 川崎 達也,藤原 直樹,井上 信明,神薗 淳司,
林 幸子,黒田 達夫,日沼 千尋他,日本小児救
急医学会・多領域救急医療連携検討委員会・小
児RRS 小委員会(2016).わが国の小児院内心停
止への対応とRapid response systemに関する
現状調査.日本小児救急医学会雑誌15巻3号 P.
397-403 

8. 日沼 千尋(2016). 子どもの療養環境を決める
5つの要素 ヒト・モノ・カネ・情報・ナレッジ
子どもの療養環境を診療報酬の視点から整え
る.小児看護(0386-6289)39巻9号 P.1101-1108 

9. 水野 芳子, 日沼 千尋他(2016)小児循環器看
護の専門性と教育ニーズの明確化 看護ガイド
ラインを用いた研修を通して.木村看護教育振
興財団看護研究集録 23号 Page91-99 

10. 青木 雅子,日沼 千尋他(2016).学生が試験問
題を作成するアクティブラーニングの展開東

京女子医科大学看護学会誌11巻1号 P.54-60 
11. 異儀田 はづき,日沼 千尋他(2015).中学校に

勤務する養護教諭が捉える生徒の心の健康問
題のサインとそれに関わる養護教諭の技術.東
京女子医科大学看護学会誌 (1880-7003)10巻1
号 P.1-10 
 

２） 学会発表 
1. 荒木尚. 悲しみに寄り添うケアの実践に必要

なフレームについて考える. 第51回日本臨床
腎移植学会 （18/2/14 神戸） 

2. 荒木尚. 救急・集中治療における臓器提供を
前提としない脳死判定と患者対応の現況につ
いて. 第41回日本脳神経外傷学会（18/2/23
 東京） 

3. 荒木尚. ICPモニタリングで変わる患者管理.
 第41回日本脳神経外傷学会（18/2/23 東京） 

4. 荒木尚、熊井戸邦佳、杉山聡ら. 小児重症頭
部外傷に対する緊急開頭のピットフォール. 
第41回日本脳神経外傷学会（18/2/23 東京） 

5. 荒木尚. 脳卒中患者における終末期医療. ST
ROKE 2018(18/3/16 福岡) 

6. 荒木尚. 救急・集中治療における終末期医療
について. 自由民主党政務調査会.(18/4/19 
東京) 

7. 荒木尚. 小児の脳死と臓器提供に関する意識
の変化について. 第2回 小児からの臓器提
供に関する作業班(18/8/2) 

8. 荒木尚. 秋葉原無差別殺傷事件を振り返る－
事件概要とCSCA-TTT－埼玉救急研究会（18/5
/28 埼玉） 

9. 荒木尚. 虐待の関与を疑う頭部外傷に対する
治療戦略－脳神経外科の視点から－第40回日
本小児神経学会（18/6/2） 

10. 荒木尚. 小児頭部外傷におけるAHT（虐待によ
る頭部外傷）の診療－予後改善の視点から－
第32回日本小児救急医学会.(18/6/2 つくば) 

11. 荒木尚. Abusive Head Traumaの予後を改善
させるために－単純事故症例との転帰比較か
ら－第32回日本小児救急医学会.(18/6/3 つ
くば) 

12. 荒木尚. 小児重症頭部外傷に対する緊急開頭
のピットフォール. 第46回日本小児神経外科
学会.(18/6/8 東京) 

13. 荒木尚. 脳死下臓器提供における小児脳神経
外科医の役割. 第46回日本小児神経外科学会.
(18/6/8 東京) 

14. 荒木尚.小児の脳死判定と諸問題.第31回日本
脳死・脳蘇生学会.(18/6/23 大阪) 

15. 荒木尚. 小児からの臓器提供にかかる基盤整
備と普及啓発のための研究. (18/6/23 大阪) 

16. Araki T, et al. Influence of coagulopath
y and the usefulness of the bleeding ind
ex in craniotomy on severe traumatic bra
in injury in children. INTS2018.(18/8/1) 

17. 荒木尚. 小児の頭部外傷の診断と治療. 埼玉
県看護協会（18/9/1） 

18. Araki T, et al. The Significance of Neur
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osurgical Treatment for Abusive Head Tra
uma - Comparison of Outcomes with Simple
 Accident Cases –Sixteenth International
 Conference on Shaken Baby Syndrome/Abus
ive Head Trauma 

19. September 16, 17, 18, 2018 - Orlando, Fl
orida 

20. 荒木尚.小児脳死下臓器提供の体制整備と諸
問題. 愛知医科大学講演.(18/9/27 愛知) 

21. 荒木尚. 小児の脳死判定.脳死判定セミナー
（18/10/9 仙台） 

22. 荒木尚. 小児の脳死と臓器提供における課題
－小児救急医学会脳死判定セミナーの10年か
ら－第54回日本移植学会総会.(18/10/3 東
京) 

23. Araki T, et al. Influence of coagulopath
y and the usefulness of the bleeding ind
ex in craniotomy on severe traumatic bra
in injury in children. JNS2018(18/10/11) 

24. 荒木尚.小児重症頭部外傷の特徴. 日本小児
集中治療ワークショップ.(18/10/13) 

25. 荒木尚. いのちと心の授業. 救命救急の現場
から－私の中学時代を振り返って－文京第八
中学校(18/11/10) 

26. 荒木尚.小児の脳死下臓器提供. 2018年度救
急医療における脳死患者の対応セミナー.(18
/11/10) 

27. 荒木尚.小児の脳死判定.2018年度救急医療に
おける脳死患者の対応セミナー.(18/11/11) 

28. 荒木尚. 救急・集中治療における終末期医療
について. 第150回山口県医師会生涯研修セ
ミナー(18/11/18 山口) 

29. 荒木尚. 小児重症頭部外傷の急性期病態と周
術期危機管理. 第46回日本救急医学会学術集
会・総会. (18/11/19 横浜) 

30. 荒木尚. 日本小児救急医学会教育研修セミナ
ー.小児頭部外傷(18/12/9) 

31. 荒木尚. 小児の脳死下臓器提供に必要な体制
の整備-その要点と課題について-第3回山陰
地区臓器提供セミナー(18/12/15 鳥取) 

32. 荒木尚 横田裕行 招待講演 臓器提供施設に
おける体制整備の努力を振り返る 第50回日
本臨床腎移植学会(17/2/15 神戸) 

33. 荒木尚 横田裕行 招待講演 小児の脳死と臓
器提供に関する意識の変化について 日本臨
床倫理学会第5回年次大会(17/3/20東京) 

34. 荒木尚 日本小児救急医学会脳死問題検討委
員会 小児救急における脳死患者の対応セミ
ナー(17/6/23 東京) 

35. 荒木尚 講演 小児の脳死と臓器提供に関する
意識の変化について 厚生労働省 第2回小児
からの臓器提供に関する作業班(17/8/2 東

京) 
36. 荒木尚 招待講演 小児脳死下臓器提供の経験

より 茨城県立こども病院 (17/9/28 茨城) 
37. 荒木尚 市川光太郎 小児の脳死に関するoff-

the-job training:日本小児救急医学会脳死
判定セミナーの5年 第21回日本脳神経外科救
急学会JATCO共催企画(16/1/29 東京) 

38. Araki T Invited Speaker: Determination o
f Brain Death: Global variations and Jap
an The 12th Symposium of International N
eurotrauma Society (Feb 1/2016, Capetown,
 RSA) 

39. Araki T et al. Invited Speaker: Simulati
on-based training for determination of b
rain death in Japan. The 25th Annual 

40. Conference of Neurotrauma Society of Ind
ia (Aug 13/2016, Delhi, India) 

41. 荒木尚 日本小児救急医学会脳死問題検討委
員会 小児救急における脳死患者の対応セミ
ナー(16/7/2 仙台) 

42. 荒木尚 横田裕行 招待講演 小児の脳死とそ
の判定 第111回茨城小児科学会(16/3/13 茨
城) 

43. 荒木尚:小児脳死判定 第10回救急医療におけ
る脳死対応セミナー （16/11/17 神奈川） 

44. 別所晶子：子どもの看取りの1選択肢としての
脳死下臓器提供、日本心理臨床学会第37回大
会（2018、神戸） 

45. 別所晶子、荒木尚、櫻井淑男、阪井裕一、田
村正徳：小児救命救急センターで臨床心理士
が果たす役割、第32回日本小児救急医学会学
術集会（2018、茨城） 

46. 別所晶子、荒木尚、櫻井淑男、側島久典、阪
井裕一、田村正徳：小児の脳死下臓器提供に
おける臨床心理士の役割、第121回日本小児科
学会学術集会 （2018、福岡） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

 なし 

2. 実用新案登録 

 なし 

3. その他 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

「いのちの教育」全国セミナー開催 
 

研究分担者 永田 繁雄  東京学芸大学 教育学研究科 教授 

研究協力者 東京学芸大学附属国際医療センター中等教育学校 
 佐藤 毅 保健体育科 教諭 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
  中学生に対する道徳授業の一環として導入され
ている「いのちの教育」において移植医療をテーマ
とし、家庭において命について話し合う機会の醸成
を図る。 
 
Ｂ．研究方法 

研究協力者佐藤は同テーマを用いた授業実績
を有していることから、実際の授業を録画してインタ
ーネット上に公開可能なツールを作成する。更に
配布用パンフレットの改訂を行い、教育資料として
活用できるよう検討する。この点は瓜生原班の行動
理論と協働することにより更なる教育効果を生むと
考えられたため、厚生労働省の協力を得て引き続
き研究実施する。 
 
  （倫理面への配慮） 
 特になし 
 
Ｃ．研究結果 
研究協力者佐藤から過去の授業実績についての
報告があった。これを元に佐藤が実施した授業の
録画を行い、公開可能な動画ツールとして教材を
作成した。この動画を用いて瓜生原班との連携によ
り、より実効的な教育ツールの開発を目指す。 
 
Ｄ．考察 

中学校における「道徳」の授業が必修化され、主
要7社の教科書に「臓器移植」が含まれる。実際に
どのような授業が展開され得るかと言う実例として、
今回の録画は有用である。この授業をきっかけに
家庭に持ち帰り、家族と臓器移植の対話を生むま
でには障壁がある。また、学校で「授業を行う」まで
のステップについても、現在瓜生原班で検討がなさ
れているところである。 

今回作成した動画には、リアリティがあり、家族と
の対話を促す工夫も挙げられている。授業を受け
た生徒は臓器提供への関心が高まるであろうことを
前提として、意思表示の媒体やインターネットの活

用を検討すること等も提案されている。 
瓜生原班では実際に動画を視聴した中学教諭

に対する意見聴取が予定されており、当研究班に
よる成果物の一つが有効に活用されることを期待
する。将来的には、動画を視聴後、実際の授業が
広く展開され、経験の共有の場（グループワーク、
セミナー、website）が形成され、教諭間の自己効力
感の醸成に繋がることにも期待している。 

 
Ｅ．結論 
 特になし 
 
Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
① 永田繁雄、森有希、坂本哲彦、堺正之、柴原

弘志、樋口一宗、毛内嘉威、齋藤真弓、廣瀬
仁郎、島恒生、平成29年版学習指導要綱改
訂のポイント 古屋真宏、他12名 明治図書4
－8 

 
② 押谷由夫、諸冨祥彦、西野真由美、新井浅浩、

永田繁雄 道徳教育の理念と実践.放送大学
教育振興会 225-242,243-259. 小学校新学
習指導要領の展開特別の教科道徳編. 明治
図書10-17(2) 

 2.  学会発表 
特になし 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  特になし 
 2. 実用新案登録 
  特になし 
 3.その他 

 特になし 

研究要旨： 

中学生に対する道徳授業の一環として導入されている「いのちの教育」において移植医療を

テーマとし、家庭において命について話し合う機会の醸成を図る。研究協力者佐藤は同テー

マを用いた授業実績を有していることから、実際の授業を録画してインターネット上に公開可

能なツールを作成する。更に配布用パンフレットの改訂を行い、教育資料として活用できるよ

う検討する。 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発   

セミナー・パンフレット広報活動を通した啓発活動 

研究分担者 瓜生原 葉子  同志社大学商学部 准教授 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
  臓器提供の現場において、家族が提供の可否
について意思決定する際、「ドナー本人の生前の
意思」，「家族メンバーの臓器提供に対する態度」，
「施された医療に対する満足度」の3点が影響する
(瓜生原, 2012)。また、臓器提供についての家族
間の対話の重要性が報告されている（Burroughs, 
1998; Harris, 1991; Tymstra, 1992）。 

小児臓器提供における家族の意思決定におい
て、日頃から家族で臓器移植・臓器提供について
の話しをしておくことが重要であるが、その機会は
決して多くない。家族との対話が生まれる最も有用
なきっかけとして、学校の授業で取り上げられること
が考えられる。 

2019年4月より、中学校における「道徳」の授業
が必修化され、その教科書に臓器移植が含まれる
動向にある。そこで、中学校教諭が臓器移植に関
する授業を実施できる環境整備、授業をきっかけと
した家族との対話を促すしくみが必要と考えられ
る。 

本一連の研究の目的は、①中学校における臓
器移植に関する教育の現況を把握し、②「中学教
諭が臓器移植に関する教育を実施してみようと思
い（行動意図），複数名が実施し（行動），その経験
を共有する」ことを行動目標とした教育支援ツール
を開発し、その検証を行うことである。 
 
Ｂ．研究方法 
3年間の計画 

「中学教諭の臓器移植授業実施」に関する行動
変容ステージモデル（Prochaska & Velicer, 1997）
を以下の図のごとく考えた。イノベーション普及理
論（Rogers, 1962）と行動変容理論に基づき，各年
度のターゲットと目標は次のとおりである。 
【2018年度】 
・ターゲット：既に臓器移植の授業を実施している
人（innovators），行動変容ステージでは「継続的に
授業を行う」層の人 
・目標：ターゲットの活動から授業モデルを作成す
る。 
【2019年度】 
・ターゲット：innovatorの実演例を知り，実施をす
る層（early adopters），行動変容ステージでは「関
心を持ち継続的に情報検索」層 
・目標：授業実施者のネットワーキングをし、多様
な授業実施モデル（各人の習熟度や資源に合わ
せたパターン）を作成する。それを、セミナーやweb
siteで共有する。 
【2020年度】 
・ターゲット：出遅れないように、自分も実施してみ
ようと挑戦する層（early majorityのより早期），行動
変容ステージでは「関心なし」層 
・目標：多様な形態での実施例を集め、実例集を
作成する。その広報計画も策定し、2021年度以降
に、より普及するしくみを作る。 
 
 

研究要旨： 

小児臓器提供における家族の意思決定において、日頃から家族で臓器移植・臓器提供

についての話しをしておくことが重要であるが、そのきっかけとして、学校教育で題材とし

て取り上げられることが必要である。すなわち、教科書などで標準的な題材とされ、教諭が

自信をもって授業を実施できるための整備が不可欠である。そこで、まず、2019 年度 4 月

より「道徳」が必修化される中学校における臓器移植に関する教育の現況を調査した。そ

の結果、中学教諭の行動変容に資する学習支援ツールとして、50 分の組み立て、授業の

ポイントを示す「動画」が有効であることが示唆され、作成をした。それに対する意見聴取

から、を以下の要領で作成した。動画の内容について概ね有用であったが、リアリティを

与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との対話を促す工夫が今後の課題として挙げら

れた。 
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2018年度の研究方法 

中学校における臓器移植に関する教育の現況
を把握し、そこから得られた知見に基づき支援ツー
ルを作成し、その検証を試みた。 

現況把握として、１）既に臓器移植の授業を実施
している中学教諭に対する半構造化インタビューを
実施した。調査項目は、授業を行う障壁とその障壁
への対応案であった。また、２）中学校の道徳の教
科書に関する記載について調査を実施した。 

次に、3）調査結果を基に、学習支援ツールの開
発し、4）それに対する意見を聴取し、次年度につ
ながる課題を見出した。中学生を対象とした著往査
は困難であったため、研究者の接近可能性により、
対象者を大学生とした。動画を視聴した意見を「中
学生として授業を受ける」観点から記載してもらう形
式をとった。 

なお、インタビュー、意見聴取の実施にあたり、
倫理面の配慮を行った。 
 
Ｃ．研究結果 
１）中学教諭に対するインタビュー 

既に臓器移植に関する授業を実施している1名
に対する、インタビューの結果、授業を行う障壁とし
て、以下の点が挙げられた。 
・知識が不足している（最低何を知ればよいのかわ
からない）。 
・何を伝えたらよいのかわからない。 
・どのように行ったらいいのかわからない（50分間の
組み立て、授業運営）。 
・ご父兄はどのような反応を示されるか、子供たち
はどのように思うのか不安。 

その障壁への解決策として、冊子による情報提

供ではなく、web で情報検索した時に見つかる「動

画」が望ましいことが示された。 

 

2）道徳の教科書における臓器移植に関する掲載 

表のごとく、主要 7 社の教科書に掲載されている

ことが明らかとなった。 

いずれも「生命の尊さ」に関する題材であった。

しかし、視点は異なり、臓器提供に対して肯定的な

ストーリー・意見を主に考えるもの、否定的な意見も

含んだ多様な意見を基に考えるものに大別された。

また、本題材のみで授業を構成することは難易度

が高いことも、インタビューから示唆された。 

 
出版社 学

年 
頁

数 
指導 
要綱 

題材 

学校図

書 
2 8 生命の

尊さ 
大きな木（「大きな木」

絵本の抜粋を読み，自分

の死後，臓器が他人の役

に立つのであれば提供

したいか考える） 
教育出

版 
3 2 命の大

切さ 
家族の思いと意思表示

カード（提供の意思を示

していた大学生の両親

の意見の相違から自分

の意思を考える） 
日本文

教出版 
3 4 自他の

生命の

尊さ 

臓器ドナー（自分の場合

には提供に肯定的であ

るが家族には否定的な

新聞投稿を読み，立場を

変えて考える） 
廣済堂

あかつ

き 

3 3 生命の

尊さ 
ドナー（上記と同じ投稿

を読み，命はだれのもの

なのかを考える） 
学研教

育みら

い 

3 4 生命の

尊さ 
あなたの命は誰のもの

（6 人の意見を読み考え

る） 
光村図

書 
2 3 生命の

尊さ 
つながる命（6 歳未満の

女児の提供家族の手記

を読み，その家族の気持

ち，命とは何かを考え

る） 
日本教

科書 
3 6 生命の

尊さ 
臓器移植をめぐる命と

心（独自の記述。臓器移

植に関する問題を提供

する側，提供される側で

考える） 
 
3）学習支援ツールの開発 

道徳の授業として臓器移植の題材はどのように
すればよいのか，情報検索を試みている人が、「自
分でもできるかもしれないと思う」授業支援ツール
の作成を試みた。１）の結果より、50分の組み立て、
授業のポイントを示す、「指導要綱案」と「動画」を
以下の要領で作成した。 
・「検索⇒動画視聴⇒50分の流れ、スライドデータ、
家族と話そうシートをダウンロード」という流れをつく
り、かつ、行動変容の検証（動画を見て授業をしよう
と思ったか）、次の行動へのmotivatorの調査を組
み入れた。 
・検索エンジン最適化を目的とし，動画の保存場
所はyoutubeとした。 
 
4）学習支援ツールに対する評価 

大学生17名（男性名、女性名）を対象とし、「中学
生として授業を受ける」観点からの意見を聴取した。
その詳細は添付のとおりである。 

評価されている点としては、次の5点であった。 
・臓器移植を推進しているのではなく、あくまで「命
の話」として臓器移植を題材したと伝えていた。 
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・最初に4つの権利を提示し、「まだ決められない」
という選択肢もあることを伝えていた。 
・“生と死”について言葉を選びながら直接的に伝
えていた。また、「死」は私たちに必ず訪れることで
あるのを強調していた。 
・「死」について改めて考えるきっかけ、臓器提供の
意思表示への関心が持てるような内容であり、臓器
移植の入りとしては簡潔で親しみやすかった。 
・脳死と植物状態の違いについての説明がわかり
やすかった。 

一方、改善点としては、次の7点が挙げられた。 
・臓器提供する臓器は本人のものであるが、やはり
その“命”には両親がいて誕生したものであるから、
家族との話し合いが大切であることを強調するほう
が良いと思う。 
・テレビ番組や実際にあった事例などを含めること
でリアリティが増すのではないか。 
・臓器移植を受けた当事者など、より個人的な、主
観的な内容を語られた方が、心に響くのではない
か。 
・自分の意思決定が後にどうなるかというストーリー
が提示されると良い。 
・その場に意思表示できるものがある方が良い（意
思表示カード）。 
・15歳から臓器移植について意思表示できることを
伝えると、生徒がさらに「自分ごと」として考えてくれ
るのではないか。同時に意思表示の方法や、自分
の決定は何度でも書き直せることなども伝えていた
だきたいと思う。 
・「話そうシート」はあるが、中学生時は、親と深い話
をするには抵抗がある。より具体的な方法があれば
よい（「脳幹」が強調されていたが、これを話題にす
ることは難しい）。 
 
Ｄ．考察 
  中学校における「道徳」の授業が必修化され、そ
の主要な7社の教科書に「臓器移植」が含まれるこ
とは、外部環境変化として好機である。しかし、授
業が実施され、さらに授業をきっかけに家族と臓器
移植の対話を生むまでには、いくつかの障壁があ
ることが明らかになった。 

したがって、「授業を行う」までのステップを、行
動変容ステージモデルを適用し、その障壁と促進
要因を明確にし、促進に寄与する教育支援ツール
を開発、検証することは妥当であると考えられた。 

今回作成した支援ツールの課題として、リアリテ
ィを与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との対
話を促す工夫が挙げられた。吉澤ら(2010)は、映像
授業が内発的動機づけに効果的であると報告して
いる。また、徳永（2011）は、当事者の存在の大切さ
を報告している。したがって、本支援ツールをサポ
ートする題材として、臓器移植を身近に感じさせる
動画、当事者の動画も併せて提供する必要性があ
ると考えられた。 

また、Sanner et al.（1995）は，関心が高まったタ
イミングで意思表示の手段を提供することの重要性
を示唆する結果を導いている。したがって、授業で
生徒の関心が高まっている段階で意思表示媒体の
配布やインターネットでの登録方法などを提示する

ことが効果的であると考えられる。 
家族との対話を促す方法については、さらなる

先行研究の調査に基づく考察が必要と考える。 
また、今回、実際に動画を視聴尾した中学教諭

に対する意見聴取を行えなかった。次年度にインタ
ビュー調査を行うとともに、より広い意見を聴取する
ため、動画の視聴終了時に、行動意図（授業をして
みようと思ったか？）、意見（良かった点、改善点）、 
動画視聴前後の行動変容ステージ（5段階）、行動
への促進因子（実際に授業をするにあたり、何が追
加で必要か？）を訪ねるwebアンケートのしくみを導
入したいと考える。 
 さらに、動画を視聴後、実際に授業をした教諭の
経験の共有の場（グループワーク、セミナー、websi
te）など、各人の自己効力感を醸成するしくみを創
出していきたい。 
 
Ｅ．結論 
  小児臓器提供における家族の意思決定におい
て、日頃から家族で臓器移植・臓器提供について
の話しをしておくことが重要であるが、そのきっかけ
 として、学校教育で題材として取り上げられること
が必要である。中学教諭が自信をもって授業を実
施できるための整備として、現況調査で得られた知
見を基に、学習支援ツール（動画）を作成した。今
後は、動画をさらに効果的に活用するため、リアリ
ティを与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との
対話を促す工夫が必要であることが示唆された。 
 
【引用文献】 
Burroughs, T.E., Hong, B.A., Kappel, D.A., and 

Freedman, B.K. (1998) “The Stability of Family
 Decisions to Consent or Refuse Organ Donati
on: Would You Do It Again?” Psychosomatic 
Medicine, Vol.60, No.2, pp.156-162. 

Harris, R.J., Jasper, J.D., Lee, B.C., and Miller, 
K.E. (1991) “Consenting to Donate Organs: W
hose Wishes Carry the Most Weight?” Journal 
of Applied Social Psychology, Vol.21, No.1, pp.
3-14. 

Prochaska, J.O. And Velicer W.F. (1997) “The Tr
anstheoretical Model of Health Behavior Chang
e,” American Journal of Health Promotion. Vol.
12, No.1, pp.38-48. 

Rogers, Everett M. (1962). Diffusion of innovations
 (1st ed.). New York: Free Press of Glencoe.  

Sanner, M.A., Hedman, H., and Tufveson, G. (199
5) "Evaluation of An Organ Donor Card Campa
ign in Sweeden." Clinical Transplantation, Vol.9,
 pp.326-333. 

徳永龍子他(2011)「セルフヘルプメンバーが授業に参
加することの学習効果〜セルフヘルプメンバーと
学生の有用性の一致と不一致〜」『鹿児島純心女
子大学看護栄養学部紀要』第15巻, 49-54頁. 

Tymstra, T.J., Heyink, J.W., Pruim, J.,and Slooff, 
M.J.H. (1992) “Experience of Bereaved Relative
s Who Granted or Refused Permission for Orga
n Donation,” Family Practice, Vol.9, No.2, pp.
141-144. 



14 
 

瓜生原葉子(2012)『医療組織のイノベーション－プロ
フェッショナリズムが移植医療を動かす－』中央経
済社. 

吉澤隆志, 松永秀俊, 藤沢しげ子(2010)「映像授業
が学習意欲に及ぼす効果について」『理学療法科
学』第25巻, 第1号, 13-17頁. 

 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
  なし 
 2.  学会発表 
  なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 
 
  1. 特許取得 
   なし 

2. 実用新案登録 
   なし 

3.その他 
  なし 



性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 

女
性
 

授
業

の
映
像

を
見

て
自

分
自

身
が
中
学
生
で
あ
っ
た
ら
ど
う
考
え
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
意
見
を

述
べ

た
い

と
思

い
ま

す
。「

命
の

授
業
を

し
に

来
た
。
」
と
い

う
言

葉
か

ら
臓

器
移

植
と
い

う
言

葉
で

話
を

受
け
る
よ
り
も
話
を
受
け
入
れ
や
す
い
と
感
じ
ま
し
た
。
最
初
に
注
意

事
項
で

様
々

な
こ

と
わ

り
を

し
て

く
だ

さ
っ

て
い

る
の

で
心

の
方

も
重

く
感

じ
る

こ
と

な
く

学
べ

そ
う

で
し
た
。
死
と
い
う
言
葉
は
日
常
で
は
使
わ
な
い
の
で
、
最
初
に
「
リ

ラ
ッ

ク
ス
し

て
ね
」
な

ど
を

言
っ

て
く

れ
る

の
で

心
の

準
備

も
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

臓
器

移
植

を
強

制
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
考

え
や

す
い

し
、

学
び

や
す

い
と

思
い

ま
し

た
。

 
「

臓
器

移
植

の
四

つ
の

権
利

＋
１
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
難
し
い
と
感
じ
に
く
か

っ
た

で
す

。「
も
し

も
脳

死
に

な
っ

た
ら

」「
家
族

が
余

命
を

宣
告

さ
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と
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の

で
は

な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
権
利
の
話
、
脳
死
の
話
に
つ
い
て
は
と
て
も
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。
 

大
学

3
年
生
 

女
性
 

私
が

中
学
生

の
頃

、
“

臓
器
移
植
”
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
中
学
生
に
対

し
て

こ
の

よ
う

な
学

ぶ
場

が
提

供
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
は

と
て

も
良

い
学

べ
る

環
境

だ
と

思
う

。
し
か
し
、
“
臓
器
移
植
”
の
授
業
と
な
る
と
「
意
思
表
示
を
イ
エ
ス
に
し

な
け
れ

ば
い

け
な

い
。
」
「

勧
め

ら
れ
て
い

る
。
」
と

思
っ

て
し

ま
う

人
も

多
く

い
る

。
よ

っ
て

、
授
業
の
は
じ
め
の
部
分
の
４
つ
の
権
利
で
あ
る
“
あ
げ
た
い
”
“
あ
げ
た

く
な
い

”
“

も
ら

い
た
い
”
“

も
ら

い
た
く

な
い

”
に
加
え

て
佐

藤
先

生
が

付
け

足
し

た
“

よ
く
考

え
た
け
ど
決
ま
ら
な
い
”
と
い
う
選
択
肢
を
入
れ
る
こ
と
は
授
業
と
し
て
必

要
で

あ
る

と
感

じ
た

。
ど

の
権

利
も

自
由

に
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
授

業
で
大

切
な

こ
と

は
“

臓
器
移
植
”
と
い
う
こ
と
を
「
他
人
ゴ
ト
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
「
自

分
ゴ

ト
」
と
し

て
正

し
い

知
識

を
持

ち
、
考
え

る
こ

と
が

大
切

と
い

う
こ

と
が

伝
わ

っ
た

。
 

こ
の

テ
ー
マ

で
１

番
難

し
い

こ
と
は
国
ご
と
の
「
死
」
の
捉
え
方
の
違
い
だ
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
は
「

脳
死
は
人

の
死

」
と
さ
れ

て
い

る
た

め
に

、
ほ

と
ん
ど
の

人
が

脳
死

後
の
臓
器
提
供
で
年
間

8
0
0
0
か
ら

9
0
0
0
人
も
の
臓
器
提
供
者
が
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
と
違
い
ア
メ
リ
カ
人
が
脳
死
を
「
人
の
死
」
と

捉
え
て
い
る
こ
と
に
差

で
あ
る
。
ス

ト
ー

リ
ー
の

と
こ

ろ
で

、
佐

藤
先
生
は
脳
死
を
伝
え
る
た
め
に
脳
の
機
能
の
説
明
で
“
脳
幹
”
を
強
調

し
て

い
た

。
“

脳
幹

”
は

死
ん

で
し

ま
う

と
動

か
せ

ず
、
亡

く
な
っ

て
し

ま
う

と
再

生
す

る
こ

と
は

で
き
な
い
こ
と
が
医
療
の
世
界
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

た
の

で
と

て
も

わ
か

り
や

す
い

と
思

っ
た

。
正

直
な

と
こ

ろ
私

は
脳

死
と

植
物

状
態

の
違

い
が

曖
昧

だ
っ

た
た
め
大
学
生
の
私
も
と
て
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
日
本
の
場
合
“
臓
器

提
供
”
が

前
提

出
な
い

と
“
脳

死
”
と

い
う

ワ
ー

ド
は

出
て

こ
な

い
た

め
こ

こ
で

詳
し

く
教

え
る

こ
と
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
同
じ
「
脳
死
は
人
の
死
」
の
よ
う
に
考
え
方

を
変

え
る

人
も

出
て

く
る

で
は

な
い

か
と

私
は

思
う

。
 
ま

た
、
本

人
の

意
思

表
示

が
イ
エ
ス
な
の
か
ノ
ー
な
の
か
わ
か
ら
な
い
？
の
人
は
家
族
が
選
択
す

る
と
い

う
こ

と
を

も
う

少
し

強
調

し
て

授
業

を
し

た
方

が
い

い
と

思
っ

た
。
“

臓
器
提
供

”
す

る
臓
器
は
本
人
の
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
そ
の
“
命
”
に
は
両
親
が
い
て
誕

生
し

た
も

の
で

あ
る

か
ら

家
族

と
の

話
し

合
い

が
大

切
に

な
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

を
入

れ
れ

ば
さ

ら
に
良
い
授
業
に
な
る
と
思
っ
た
。
頭
が
真
っ
白
な
時
に
、
冷
静
な
判
断

が
で

き
な

い
か

ら
正

常
な

時
に

決
め

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

わ
か

っ
て

い
る

。
し
か

し
、
佐
藤
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
通
り
私
も
家
族
と
“
臓
器
提
供
”
意
思

表
示
に

つ
い

て
話

し
を

す
る

場
を

作
る

と
い

う
こ

と
は

と
て

も
難

し
い

こ
と

だ
と

私
自

身
も

感
じ

る
。
だ
か
ら
、
そ
の
場
を
設
け
る
た
め
に
家
族
と
話
そ
う
シ
ー
ト
を
渡
す

こ
と

も
１

つ
だ

と
思

う
が

１
番

い
い

の
は

こ
の

授
業

を
親

子
一

緒
に

受
け

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

な
お

良
い
と
思
っ
た
。
 

 
「

死
生

観
」
を

深
ま

ら
せ

る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
な

の
で
中

学
生

ぐ
ら

い
の

時
期

か
ら

介
入

し
て

い
く

い
こ

と
は

い
い

と
思

う
。

私
も

実
際
に

中
学

生
の

時
に

“
命
”
の
授
業
を
受
け
た
か
っ
た
と
思
っ
た
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

 
男

性
 

中
学

生
の
多

感
な

時
期

に
こ

の
よ
う
な
い
の
ち
に
関
す
る
授
業
を
聞
け
る
機
会
が
あ
る
の
は
素
晴

ら
し

い
こ

と
だ

と
感

じ
た

。
自

分
事

と
し

て
考

え
て

も
ら

お
う

と
す

る
こ

と
や

家
族

で
話

し
合

う
の

が
困

難
な
た
め
シ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
る
こ
と
も
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
よ

い
と

思
っ

た
。
 

「
こ

う
い
う

こ
と

が
あ

っ
た

」
だ
け
だ
と
ピ
ン
と
こ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
な
と
感
じ
た
の
で
、
実
際
に

あ
っ

た
事

例
な

ど
を

テ
レ

ビ
番

組
や

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

の
方

が
お

話
す

る
な

ど
す

る
と

聞
き

や
す

い
か

な
と
感
じ
た
。
自
分
が
中
学
生
の
時
は
臓
器
移
植
と
い
う
単
語
は
知
っ
て

い
た

が
、
意

思
表

示
の
重

要
性

や
そ

れ
に

ま
つ

わ
る

命
の

尊
さ

へ
の

お
話

を
聞

い
て

こ
な

か
っ

た
の

で
、
臓
器
移
植
を
進
め
ず
と
も
、
意
思
表
示
は
大
切
で
あ
る
旨
は
伝

え
て

い
た

だ
け

る
と

分
か

り
や

す
い

と
か

ん
じ

た
。
 

知
識

欲
や
刺

激
に

敏
感

な
時

期
な
の
で
、
も
っ
と
刺
激
の
強
い
話
が
合
っ
て
も
い
い
と
思
っ
た
。

 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

 
「

生
命

の
尊
さ

を
知

る
」
題
材
と
し
て
、
私
た
ち
が
ゼ
ミ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
臓
器
移
植
が
掲
載

さ
れ
て

い
る

こ
と

を
知

り
、
今

の
私

の
立
場

か
ら

し
て

も
す

ご
く

い
ろ

ん
な

感
想

を
持

っ
た

。
“
生

と
死
”
を
用
い
た
教
育
と
い
う
も
の
は
敏
感
な
世
の
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
生

徒
た

ち
に

伝
え

る
方

法
と

し
て

す
ご

く
勉

強
に

な
っ

た
。
そ

の
中

で
も

今
回

は
課
題

に
も

あ
る

よ
う

に
、
「
中
学
生
と
し
て
授
業
を
受
け
る
」
観
点
か
ら
の
意
見
を
述
べ

て
い

く
。
 

 
ま

ず
、
中

学
生

の
と

き
の

自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
動
画
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
講
演
会
の
よ
う

な
授
業

形
式

で
話

さ
れ

た
内

容
と

い
う

の
は

、
自
分

の
中
で

心
に

残
っ

て
い

る
か

と
言

わ
れ

る
と

そ
う

で
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
理
由
と
い
う
の
は
今
考
え
る
と
、
自

分
だ
っ
た

ら
ど

う
か

と
い

う
こ

と
を

想
像

し
た

り
、
考
え

た
り

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

か
ら

で
は

な
い
か
と
思
う
。
講
演
者
の
言
葉
選
び
で
あ
っ
た
り
、
ど
れ
だ
け
ダ
イ
レ

ク
ト

に
聞

い
て

い
る

側
に

伝
わ

っ
て

く
る

か
に

よ
っ

て
記

憶
に

残
る

講
演

会
、
授

業
と
い

う
も

の
は

決
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
を
考
え
て
み
る
と
こ
の
佐
藤
先

生
の

講
演

と
い

う
も

の
は

非
常

に
記

憶
に

残
る

、
自
分
自

身
が

し
っ

か
り

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
講

演
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。
と
い
う
の
も
、
“
生
と
死
”
と
い
う
ワ
ー
ド

を
何
の

た
め

ら
い

も
遠

慮
も

せ
ず
、
声

に
出

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

話
し

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
普
通

、
こ
の
よ
う
な
大
勢
の
中
学
生
に
向
け
て
の
講
演
で
は
、
い
ろ
ん
な
事
情
を

持
っ

て
い

る
生

徒
を

考
慮

し
た

言
葉

選
び

だ
っ

た
り

、
内

容
を

直
接

的
で

は
な

く
遠

回
り

し
て

間
接

的
に
伝
え
た
り
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
生
徒

側
は

な
か

な
か

趣
旨

を
掴

め
な

か
っ

た
り

、
心
に

響
か
な

か
っ

た
り

す
る

。
実
際

に
中
学

の
私

が
そ

う
で
あ
っ
た
。
自
分
に
関
係
な
い
話
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
と
、
長
時
間

集
中
で

き
な

く
な

り
流

し
な

が
ら

聞
い

て
し

ま
う
。
現

に
今

で
も

自
分

の
こ

と
と

関
連

さ
せ

て
考

え
ら

れ
る
内
容
の
方
が
記
憶
に
も
残
り
や
す
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
佐
藤
さ

ん
の
講

演
で

も
、
「

も
し
か

し
た

ら
皆

さ
ん

が
今

日
の

帰
り

道
、
ト

ラ
ッ

ク
に

ひ
か
れ

て
死

ん
で

し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
」
と
か
「
家
族
や
自
分
が
脳
死
し
た
ら
」
と
か
最
悪

の
状
況

を
生

徒
に

考
え

さ
せ

る
よ

う
な

講
演

の
仕

方
を

し
て

い
た
。
こ
の

直
接

的
な
言

葉
を

生
徒

に
投

げ
か
け
る
こ
と
で
中
学
生
か
ら
す
る
と
、
傷
つ
い
て
し
ま
っ
た
り
辛
く
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
す

る
恐

れ
も

あ
る

だ
ろ

う
。
し

か
し
佐

藤
さ

ん
は

そ
れ

を
考

慮
し

て
、
分

か
っ

て
い
る
う
え
で
こ
の
よ
う
な
講
演
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
反
対
す
る
意
見

も
多
く

あ
る

と
思

う
が

私
は

こ
の

よ
う

な
直

接
的

な
伝

え
方

を
す

る
方

が
生

徒
側

は
引

き
込

ま
れ

る
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
危
機
感
や
、
喪
失

感
、
怖

さ
、
現

実
感

な
ど
そ

の
よ

う
な

こ
と

を
実

際
に

経
験

し
て

い
な

い
か

ら
こ

そ
想

像
し

に
く

い
し

、
抽
象
的
で
考
え
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ
生
徒
た
ち
に
直
接
的
に
伝
え
た

い
こ

と
を

伝
え

る
。
そ
う

す
る

こ
と

で
大

き
く

動
か

さ
れ

る
生

徒
も

多
く

い
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た
。

 
ま
た
、
も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
“
4
つ
の
権
利
＋
1
”
で
あ
る
。
こ
の
佐
藤
さ
ん
の
講
演
は
“
生
と
死
”
に
つ
い
て
ダ
イ
レ
ク
ト
な
言
葉
で
話
し
て
い

る
が

、
生

徒
た

ち
に

あ
ら

ゆ
る

選
択

肢
を
与
え
て
い
る
。
生
命
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
ん
な
に
す
ぐ

に
イ

エ
ス

か
ノ

ー
か

を
決

め
ろ

と
言

う
選

択
肢

だ
け

で
は

生
徒

か
ら

す
る

と
圧

力
に

な
る

だ
ろ

う
。
そ
こ
で
佐
藤
さ
ん
の
考
え
た
“
よ
く
考
え
た
が
、
ま
だ
決
ま
ら
な
い
”
と
い

う
選
択

肢
が

あ
る

と
、
よ

り
考

え
や
す

く
想

像
し

や
す

く
な

る
の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
重

い
内

容
だ
か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢

や
時

間
を

提
示

す
る

こ
と

で
生

徒
も

考
え

や
す

い
と

感
じ

た
。

 
 
家

族
と
も

し
っ

か
り

話
す

こ
と
が
で
き
る
時
期
で
も
あ
る
中
学
生
で
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
、
こ
う

し
て
臓

器
移

植
の

こ
と

を
じ

っ
く

り
考

え
る

場
が

で
き

る
と

そ
の

生
徒

た
ち

が
大

人
に

な
っ

た
と

き
に

意
思
表
示
を
自
分
で
で
き
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
家
族
と
も
意
見
が
合

致
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
私
は

実
際

こ
れ

か
ら

ゼ
ミ

活
動

で
、

小
学

生
を
対

象
に

意
思

表
示

、
生
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
側
に
な
る
の
で
い
い
勉
強
に
も
な
っ

た
。
伝

え
方

、
選
択

肢
の
自

由
さ
、
広

さ
を

大
切

に
考

え
て

い
こ

う
と

思
う

。
 

大
学

3
年
生
 
 

 
女

性
 

私
が

、
こ

の
動

画
を

視
聴

し
、
中
学
生
と
し
て
授
業
を
受
け
る
立
場
と
し
て
考
察
し
た
こ
と
は

、
大

き
く

分
け

て
3
点
ご

ざ
い

ま
す

。
 

 
1
点

目
は
、
佐

藤
先

生
が

、
終
始
一
貫
し
て
「
自
分
は
臓
器
提
供
を
勧
め
に
来
た
の
で
は
な
く
、
過

去
、
現
在

、
法

律
を

伝
え

た
上

で
、
生
徒

た
ち

に
考

え
る

き
っ

か
け

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

目
的

」
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
点
が
、
印
象
的
だ
っ
た
と
い
う

こ
と

で
す

。
授

業
を

、
決

し
て

価
値

観
強

制
の

場
に

は
せ

ず
、

あ
く

ま
で

、
生

徒
た

ち
が

命
に

つ
い

て
考

え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
、
生
徒
に
と
っ
て
、
息

苦
し

く
な

く
、
真
剣

で
あ

り
な

が
ら

も
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

雰
囲

気
の

授
業

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
ま
す
。
 

2
点

目
は

、
脳

死
と

植
物

状
態
の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す

。
生
徒

た
ち

の
中

に
は

、
脳

死
と
植
物

状
態

を
混

同
し

て
い

る
人

も
い

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

そ
の
点
を
改
め
て
説
明
し
て
お
く
こ
と
で
、
そ
の
後
の
学
習
の
理
解

度
を

上
げ

る
こ

と
に

つ
な

が
る

と
考

え
ま

す
。

 
 
3
点

目
は

、
臓

器
を
「

あ
げ
た
い
」
「
あ
げ
た
く
な
い
」
「
も
ら
い
た
い
」
「
も
ら
い
た
く
な
い
」
の

４
つ
の

権
利

に
プ

ラ
ス

し
て

、
「
よ
く

考
え

た
が

ま
だ

決
ま

ら
な

い
」

と
い

う
権
利

を
強

調
し

て
お

話
し
さ
れ
て
い
た
点
が
と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
命
に
関
わ

る
重

大
な

決
断

で
あ

る
た

め
、
即

座
に
決

め
る

こ
と

を
躊

躇
す

る
生

徒
も

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
じ
っ
く
り
真
剣
に
考
え
る
選
択
肢
を
与
え
て
い
る
の
が
と
て
も
良

い
と

考
え

ま
し

た
。
 

以
上

が
、

私
が

、
中

学
校

教
員
向
け
の
動
画
を
視
聴
し
て
考
察
し
た
こ
と
で
す
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

こ
の

講
義

を
聞

い
て

思
っ

た
の
は
、
今
臓
器
提
供
に
関
し
て
の
意
思
表
示
を
す
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で

す
。
も

し
、
自

分
や

、
家
族

が
ド
ナ

ー
と

な
っ

た
り

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

と
急

に
な

っ
た

ら
正

常
な

判
断
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
今
ま
で
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
頭
が
真

っ
白

に
な

っ
た

時
に

正
し

い
判

断
は

確
か

に
で

き
な

い
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
な

の
で
、
今

考
え

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い

つ
自

分
や
家

族
が

ド
ナ

ー
や

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

と
な

っ
て

も
お

か
し

く
な

い
と

い
う

こ
と

も
言

わ
れ

る
ま

で
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
ご
と
と
し
て
臓
器
位
提
供
を
捉
え

る
こ

と
が

と
て

も
大

事
な

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。
し

か
し
、
家

族
と

臓
器

提
供

に
つ
い
て
考
え
る
の
は
な
か
な
か
し
に
く
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
急
に
そ

う
い

う
真

剣
な

話
を

す
る

機
会

が
あ

ま
り

な
い

か
ら

で
す

。
大
切

な
こ

と
だ

と
分
か

っ
て

い
て

も
な

か
な
か
い
い
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
頑
張
っ
て
話
し
て
み
よ
う

と
思

い
ま

す
。

普
通

の
道
徳

の
授

業
で

は
な

く
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
さ
ん
か
ら
聞
く
話
は
と
て
も
新
鮮
で
と
て
も

印
象
的

で
し

た
。
と

て
も
話

に
引

き
込

ま
れ

ま
し

た
。
で
も

一
つ

気
に

な
っ

た
の

は
、
な
か

な
か

私
た

ち
中
学
生
が
意
思
表
示
で
き
る
も
の
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
意
思

表
示
カ
ー

ド
は

ど
こ

に
あ

る
の

か
わ

か
ら

な
い

し
、
免
許

証
は

持
て

な
い

し
、
マ

イ
ナ
ン

バ
ー

や
健

康
保
険
証
は
親
が
管
理
し
て
い
て
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

も
さ

ほ
ど

使
わ

な
い

の
で

、
な
か
な

か
意

思
表

示
す

る
の

は
中

学
生

に
は

難
し

い
の

か
な

と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
親
に
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
思
い

ま
す

。
上

記
に

つ
い

て
の

私
の

追
記

家
族

と
話
そ

う
シ

ー
ト

で
は

、
少
し
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
話
そ
う
シ
ー
ト
を
渡
し
た
と
し
て

も
実

際
に

や
る

人
は

少
な

い
の

で
は

、
、

、
で
も
こ
の
大
き
な
壁
を
越
え
る
た
め
に
ど
う
い
う
衝
撃
を
与
え
る
と
効
果
的
な
の
か
を
考
え
る
の
が

S
Y
V
P
な
の
で
、
こ
の
へ
ん
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
活
動
を
考
え

て
も

い
い

と
思

い
ま

す
。

今
考

え
た

付
け
焼
き
刃
な
私
の
考
え
で
す
が
、
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
こ

と
↓

・
ゲ

ス
ト
ス

ピ
ー

カ
ー

な
ど

外
部
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
は
大
切
。
新
鮮
さ
が
刺
激
に
な
る
→
行
動
に

つ
な

が
る

？
・

意
思

表
示

カ
ー

ド
を

話
の

あ
と
に
渡
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
の
設
置
場
所
は

J
O
T
に
よ
る
と
都
道
府
県
市
区
町
村
役
場
窓
口
、
一
部
の
病
院
や
一
部
の
イ
オ
ン
な
ど
に
な
る
。
だ
け
ど
、
中
学
生
が
意
思
表
示

に
め
っ

ち
ゃ

や
る

気
の

時
に

す
く

に
意

思
表
示
カ
ー
ド
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
の
や
る
気
は

下
が

り
、

意
思

表
示

へ
の

道
は

遠
の

く
と

思
う

。
そ

の
た

め
温

か
い

時
に

鉄
は

打
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

 
佐

藤
毅
先

生
に

よ
る

中
学

生
の
道
徳
の
授
業
に
生
命
の
尊
さ
を
知
る
た
め
に
臓
器
移
植
を
伝
え
る

こ
と
に

対
し

て
、
中

学
生
と

し
て

授
業

に
受

け
る

観
点

か
ら

考
察

し
て

い
き

た
い

。
 

 
ま

ず
一
つ

目
に

、
臓
器

移
植
を
伝
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
臓
器
移
植
が
行
わ
れ
て

い
る

の
か

を
伝

え
る

た
め

に
「
死

」
に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
講

義
の

形
で

あ
る

と
感

じ
ま

し
た

。
「

死
」
は
私
た
ち
に
必
ず
訪
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
を
強
調
し
て
い
る
点
は

中
学
生

に
も

心
に

響
く

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。
ま
た

、
「

死
」
に

つ
い

て
脳
死

の
考

え
方

が
日

本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
点
を
明
示
し

た
う

え
で

、
脳

細
胞

は
機

能
が

停
止

し
て

し
ま

う
と

再
生

し
な

い
と

い
う

医
療

の
視

点
か

ら
の

講
義

は
、
「
死
」
に
対
し
て
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
現
在

か
ら
少

し
ず

つ
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

だ
と

意
識

で
き

る
講

義
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
 

 
二

つ
目
に

、
臓

器
移

植
を

法
律
の
観
点
か
ら
、
家
族
に
決
定
権
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
伝
え
た
う

え
で

、
家
族

が
困

ら
な

い
た

め
に

も
意

思
表

示
を

す
る

必
要

性
が

あ
る

と
い

う
、
臓

器
移
植

の
意

思
表

示
の
目
的
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
意
思
表
示
を

す
べ
き

で
あ

り
、
臓

器
移
植

の
ド

ナ
ー

に
な

り
た

く
な

い
と

拒
否

す
る

権
利

も
あ

る
と

い
う

点
は

、
冒

頭
に
し
っ
か
り
と
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
も
最
初
の
内

容
が

つ
な

が
る

よ
う

に
強

調
す

べ
き

な
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

ま
し

た
。
 

 
年

代
別
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
一
年
間
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
実
際
に
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
行

っ
て

い
く

際
に

、
臓

器
移

植
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

こ
と

で
意

思
表

示
の
目
的
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
臓

器
移
植

の
理

解
の

根
幹

に
あ

る
の

は
生

命
の

尊
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

「
死

」
は

身
近
で
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

こ
の

授
業
で

の
目

的
は

、
自

分
ご
と
と
し
て
考
え
る
→
家
族
と
話
し
合
う
→
死
生
観
を
深
め
る
、

と
あ

る
。

も
ち

ろ
ん

客
観

的
な

知
識

を
得

る
こ

と
は

、
数

十
年

後
の

将
来

、
自

分
ご

と
に

な
っ

た
時

に
考

え
る
手
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
授
業
を
受
け
た
「
今
」
、
自

分
ご

と
と

し
て

考
え

て
も

ら
う

の
で

あ
れ

ば
、
ど
こ

か
イ

ン
パ

ク
ト

に
欠

け
る

内
容

に
感

じ
ら

れ
た
。

話
す

内
容

が
決

ま
っ

て
い

て
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
ど
う
し
て
も
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
重

い
テ
ー
マ

で
あ

る
た

め
、
決

め
ら

れ
た
客

観
的

な
内

容
を

伝
え

る
だ

け
で

は
、

自
分

ご
と

と
し

て
考

え
る
段
階
ま
で
は
及
び
辛
い
気
が
す
る
。
 

 
実

体
験
（

事
実

＋
感

情
）
と
し
て
語
ら
れ
る
内
容
に
、
人
は
、
特
に
感
受
性
の
高
い
時
期
で
あ
る
中

学
生

は
心

動
か

さ
れ

る
と

思
う
。
大

勢
の

人
向

け
に

一
般

化
さ

れ
た
内

容
を

語
ら
れ

る
よ

り
も

、
よ

り
個
人
的
な
、
主
観
的
な
内
容
を
語
ら
れ
た
方
が
、
心
に
響
く
の
で
は
な

い
か

。
「

い
の

ち
の

大
切

さ
」
を
伝

え
る

時
は

、
い

の
ち

の
大

切
さ

を
一

番
に

感
じ

た
方

か
ら

紡
が

れ
る
言
葉
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
気

が
す

る
。
 

 
よ

っ
て

、
正
し

い
知

識
を

得
る
こ
と
に
加
え
、
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
臓
器
移
植
の
当

事
者
か

ら
の

話
が

聞
く

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
段

階
も

加
え

ら
れ

た
ら

更
に

こ
の

授
業

の
目

的
に

近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

・
逃

げ
道
と

し
て

＋
１

の
権

利
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
。

４
つ

の
権

利
だ

け
で

は
自

分
が
決
め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
＋
１
を
提

示
さ

れ
る

こ
と

で
「
考
え

な
く

て
は

い
け

な
い

が
決

断
は

し
な

く
て

い
い

」
と
い

う
風
に

意
思

表
示

を
捉
え
ら
れ
る
圧
迫
感
が
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
家
に
か
え

る
と
「

ま
だ

決
め

な
く

て
も

い
い
」
と

都
合

よ
く

解
釈

し
て

し
ま

い
決
断

す
る

こ
と
自

体
を

忌
避

し
て

し
ま
う
と
も
思
わ
れ
た
。
 

・
家

族
と
の

話
し

合
い

が
恥

ず
か
し
い

中
学

生
の

時
は

親
と

深
い

話
を
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
部
活
な
ど
の
諸
連
絡
で
し
か
話
し
合
わ
な
い

と
感

じ
た

。
ま

た
、
い
き

な
り

深
い

話
を

す
る

に
は

勇
気

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
ら

れ
る

。
 

・
脳

死
の
説

明
が

難
し

い
脳

死
の
状

況
の

説
明

が
難

し
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
そ
う
い
う
状
況
と
診
断
し
て
く
れ
る
の
は
医

者
で
あ

る
の

で
、
自

分
が
完

全
に

理
解

し
て

い
な

く
て

も
い

い
と

感
じ

た
。

そ
し

て
、
脳

死
の

説
明

が
難

し
い
と
感
じ
た
学
生
は
授
業
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
と
も
感
じ
ら
れ

た
。
 

・
ど

の
メ
ッ

セ
ー

ジ
が

伝
え

た
く
、
ど
う
し
て
欲
し
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い

歴
史

、
仕

組
み

、
家

族
と

の
会
話
、
意
思
表
示
な
ど
話
の
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
が
故
に

最
終
的

に
何

が
し

て
欲

し
い

の
か

を
す

ん
な

り
と

理
解

で
き

な
い

。
ま

た
、

理
解

で
き
た

と
し

て
も
、
授

業
中
で
一
番
念
押
し
さ
れ
て
い
た
「
脳
幹
」
の
こ
と
と
家
族
と
話
し
合

う
こ
と

の
つ

な
が

り
を

認
識

で
き

な
い

の
で

、
行
動

に
は
移

し
づ

ら
い

と
感

じ
る

。
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

 
あ

く
ま
で
「
命

の
授

業
」
だ
と
題
し
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
も
「
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
授
業
」
の

方
が
イ
メ

ー
ジ

が
強

か
っ

た
。
こ

の
講
義

を
受

け
る

の
が

中
学

生
だ

か
ら

こ
そ
、
授

業
の

作
り

方
は

困
難
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
最
も
気
に
な
っ
た
点
は
、
全
体
的
に
講

義
の
内

容
が

受
動

的
す

ぎ
る

こ
と

で
あ

る
。
た

だ
話

を
聞
い

て
板

書
を

ノ
ー

ト
に

写
し

て
お

し
ま

い
、
と
い
う
よ
う
に
中
学
生
が
自
身
の
頭
を
使
っ
て
考
え
る
余
地
が
計
算
さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
見

え
た

。
も

し
、
私
が

中
学

生
と

し
て

こ
の

授
業

を
受

け
る

の
で

あ
れ

ば
、

考
え

る
余
地
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
こ
の
講
義
の

良
か

っ
た

点
を

5
つ

挙
げ

る
。

 
①

最
初

に
留

意
事

項
と

し
て
「
生
」
「
死
」
と
い
う
言
葉
が
沢
山
出
て
く
る
。
あ
く
ま
で
シ
リ
ア
ス

だ
が

、
リ
ラ

ッ
ク

ス
。
保
健

室
に

行
く

の
も

可
、
と

い
う
こ

と
を

伝
え

る
こ

と
は

、
生

徒
の

権
利

を
守

る
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

②
4
つ

の
権
利
が

存
在

す
る

こ
と
を
知
れ
る
。

③
臓

器
移
植

を
推

進
し

て
い

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
命
の
話
」
と
し
て
臓
器
移
植
を
ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
た

。
④

大
脳

、
小

脳
、

特
に

「
脳

幹
」
、
「
脳
細
胞
」
の
こ
と
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
が
提
供
さ
れ
て

い
る

こ
と

。
⑤

死
の

定
義

に
は

い
く

つ
か

あ
り
、
特
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
「
脳
死
」
と
「
植
物
状
態
」
の
違
い

が
講

義
さ

れ
て

い
た

い
こ

と
。

し
っ

か
り

と
講

義
し

な
い

と
い
け
な
い
点
に
つ
い
て
、
一
通
り
触
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
よ
か
っ
た

と
思
う

。
し

か
し
、
伝

え
方

が
少

し
さ

ら
っ

と
し

す
ぎ

て
い

て
、
ど

こ
が

重
要

で
何
を

伝
え

た
い

の
か

何
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
か
、
中
学
生
だ
と
い
ま
い
ち
掴
み
き
る
こ
と
が

で
き
な

い
よ

う
な

気
が

し
た

。
加
え

て
、
②

の
「
臓

器
移
植

を
推

進
し

て
い

る
の

で
は

な
く

、
あ

く
ま

で
「
命
の
話
」
と
し
て
臓
器
移
植
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
」
と
い
う

こ
と

こ
そ

、
最

も
伝

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
(
最

も
誤
解

さ
れ
た
く

な
い
こ
と
)
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
明
確
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
こ
の
講
義
の
問
題
点
だ
と
考
え
る
点
を

6
つ
挙
げ
る

。
 

①
こ

の
講
義

は
命

の
授

業
で

あ
る
、
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
い
き
な
り
臓
器
提
供
の

4
つ
の
権
利

か
ら

始
ま

る
の

は
ど

う
か

と
思

う
。

フ
ァ

ー
ス

ト
イ

ン
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
が

、
臓

器
提

供
に

な
り

か
ね

な
い

と
考
え
る
。

②
中

学
生
に

い
き

な
り

権
利

の
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
権
利
を
行
使
す
る
機
会
が
ま
だ
少
な
い
以

上
ピ

ン
と

こ
な

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

？
③

過
去

と
現

状
と

法
律

を
伝

え
て
い
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
々
あ
り
、
た
だ
事
実
を
述
べ
て

い
る

だ
け

な
の

で
、
中
学

生
の

立
場

に
な

っ
た

と
き

何
を

伝
え

た
い

の
か

う
ま

く
理

解
で

き
ず

、
よ

く
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
終
わ
ら
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？

④
自

分
の
意

思
決

定
が

後
に

ど
う
な
る
か
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
伝
わ
り
に
く
い
。

⑤
書

き
込
む

形
式

の
授

業
は

受
動
的
す
ぎ
る
の
で
、
自
分
で
主
体
的
に
考
え
る
余
地
が
生
み
出
さ

れ
な

い
。

⑥
誰

に
で
も

必
ず

起
こ

る
こ

と
、
突
然
起
こ
る
こ
と
、
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
が

、
誰

に
で

も
起

こ
り

う
る

こ
と

が
や

は
り

ど
う

し
て

も
非

現
実

的
で

自
分

ご
と

と
考

え
に

く
い

。
 
最

後
に
、

問
題

点
を

ど
う

す
れ
ば
よ
り
よ
く
な
る
か
に
つ
い
て
私
な
り
に
考
察
し
て
い
く
。
 

講
義

の
形
式

つ
い

て
、

少
な

く
と
も
改
善
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
点
が
あ
る
。
 

⑥
に

つ
い
て

だ
が

、
こ

の
選

択
肢
(
意
思
決
定
)を

選
ぶ
と
こ
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
よ
、
と

い
う

こ
と

を
も

う
少

し
わ

か
り

や
す

く
し

た
方

が
い

い
の

で
は

と
感

じ
た

。
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

的
な

も
の

を
資
料
と
し
て
配
布
し
て
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
視
覚
か
ら
も
理
解
で
き

る
よ

う
に

し
た

方
が

い
い

の
で

は
と

感
じ

た
。

書
き
込
む
形
式
の
授
業
っ
て
受
動
的
す
ぎ
る
と
感
じ
た
。
G
r
e
e
n
 P
r
i
d
e
 F
e
s
で
行
っ
て
い
た
よ
う
に
ま
ず
ク
イ
ズ
形
式
で
問
い
て
も
ら
っ
て
、
誤
っ

た
知

識
を

解
く

必
要

が
あ

る
と

思
う

。
少

な
く

と
も

、
た
だ
の
板
書
を
す
る
形
式
で
あ
る
受
動
的
な
講
義
よ
り
も
、
ク
イ
ズ
形

式
を

先
に

行
い
、
自

身
の

回
答

を
自

分
で

添
削

し
て

い
く

講
義

形
式

の
方

が
、

少
な

か
ら

ず
能

動
的

で
は
あ
る
と
思
う
。

誤
っ

た
知

識
や

誤
解

を
講

義
を
通
し
て
生
み
出
し
て
し
ま
う
の
が
最
も
避
け
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
る

の
は

間
違

い
な

い
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

提
示
さ
れ
た

UR
L
か
ら
動
画
を
視
聴
し
、
「
中
学
生
」
と
し
て
の
感
想
を
ま
と
め
る
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
学
生
と
し
て
、
と
い
う
条
件
で
あ
る
が
、
一
般
的
な

中
学

生
を

想
起

す
る
の

か
、
感

想
を

ま
と
め
る
者
の
中
学
生
時
代
を
思
い
出
し
て
書
く
の
か
、
に
つ
い
て
、
指

示
は

な
か
っ

た
。
そ

の
た
め

、
私

の
判
断
で

、
以

下
の
感
想

は
中

学
生

時
代

の
私

が
こ

の
授

業
を

受
け

て
抱
く
と
思
わ
れ
る
感
想
を
ま
と
め
よ
う
と
思
う
。
ま
た
、
授
業
の
雰
囲

気
な

ど
、
受

け
る

中
学
生

の
心

持
ち

に
関

す
る

も
の

か
、
授

業
内

容
そ

れ
自

体
に
関

す
る

も
の

か
の

指
示
も
な
か
っ
た
た
め
、
両
方
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
う
。
 

ま
ず

、
率

直
な
感

想
と

し
て

、
こ
の
授
業
は
「
堅
い
」
と
感
じ
た
。
教
育
で
あ
り
、
命
を
扱
う
題
材

で
あ
る

た
め

、
堅

い
授
業
と

な
る

の
は

当
然

で
あ

る
。
し
か

し
、
私

の
よ

う
な

中
学
生

に
と

っ
て
、
堅

い
話
は
内
容
に
よ
ら
ず
、
現
実
感
が
湧
か
ず
、
真
剣
に
聞
く
姿
勢
に
至

り
づ
ら

い
の

も
ま

た
事

実
で

あ
る
。
と

い
う

の
も
、
科

学
に

立
脚

し
な
い

個
人

の
考
え

で
あ

る
が
、
一

般
に
中
学
生
は
人
生
に
お
け
る
経
験
が
ま
だ
乏
し
く
、
本
当
の
意
味
で

話
さ
れ

て
い

る
内

容
を

自
分

と
結

び
つ

け
て

考
え

る
機

会
が

少
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
大

人
に

対
し
て
す
る
講
義
と
考
え
る
な
ら
ば
、
要
点
を
理
解
し
や
す
く
し
て
い
る

た
め

、
聞

き
や

す
い

、
「

良
い

」
授
業
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。
し
か

し
、

対
象

が
中
学

生
と

な
っ

た
と

き
、
そ
こ
に
、
現
実
感
の
あ
る
例
示
な
ど
、
受
け
る
側
が
自
分
に
も
関
係

の
あ

る
話

で
あ

る
と

自
覚

で
き

る
段

階
を

用
意

す
る

必
要

が
あ

る
と

感
じ

た
。
 

次
に

、
授

業
の
内

容
に

つ
い

て
の
感
想
を
記
す
。
ま
ず
、
全
体
的
な
内
容
に
お
い
て
要
点
が
示
さ
れ

、
口

に
よ
る

説
明

も
わ

か
り

や
す

く
、
穴
埋

め
で

記
述

を
す

る
こ

と
で

授
業

へ
の

参
加

を
し

や
す

い
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
、
一
番
重
要
で
あ
る
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
は
、
情
報
量

が
多
く

、
ま

た
脳

細
胞

の
説

明
に

必
要

の
な

い
情

報
が

多
い

た
め
、
そ
こ

で
授

業
へ
の

集
中

力
を

切
ら

す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
脳
細
胞
に
関
す
る
説
明
は
、
そ
の
次
に
さ

れ
る

心
停

止
と

脳
死

の
説

明
の

補
助

程
度

で
も

よ
い

の
で

は
と

感
じ

た
。

ま
た

、
歴
史

に
関

し
て

も
、
年
表
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
「
最
近
施
行
さ
れ
た
」
と
い
う
事
実
よ
り

も
勉

強
へ

の
拒

否
感

が
勝

っ
て

し
ま

う
よ

う
に

感
じ

る
。
ま

た
、
本

人
の
意
思
で

Y
E
S
か

NO
を
決
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
場
合
の
家
族
承
諾
に
つ
い
て
の
話
が
こ
の
講
義
の
肝
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
最
初
に
強

く
提
示

し
た

ほ
う

が
、

中
学

生
と

し
て

の
私
に
と
っ
て
話
が
見
え
や
す
い
と
思
っ
た
。
 

ま
と

め
る
と

、
中

学
生

に
対

象
を
絞
る
な
ら
、
授
業
が
堅
く
、
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
講
義

で
は
な

い
と

感
じ

た
。
要
点

は
わ

か
り

や
す

い
が
、
堅

さ
を

作
っ

て
し
ま

う
の

が
も
っ

た
い

な
い

よ
う

に
思
わ
れ
る
。
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

中
学

生
の

観
点

か
ら

動
画

を
見
た
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
 

 
ま

ず
授
業

の
は

じ
め

に
先

生
が
臓
器
移
植
を
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
聞
い
て

ほ
し

い
、
と

お
っ

し
ゃ
っ

て
い

た
の

で
臓

器
移

植
と

い
う

言
葉

だ
け

で
重

い
テ

ー
マ

だ
と

感
じ

て
い

る
生
徒
も
あ
ま
り
気
を
張
ら
ず
に
授
業
を
受
け
ら
れ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
佐

藤
先
生

が
初

め
に

４
つ

の
権

利
＋

１
と

い
う
「

あ
げ
た

い
」
「

あ
げ

た
く

な
い
」

「
も

ら
い

た
い

」
「
も
ら
い
た
く
な
い
」
の
他
に
「
よ
く
考
え
た
け
ど
ま
だ
決
ま
ら

な
い

」
と

い
う

選
択

肢
を

あ
げ

ら
れ

た
。

こ
れ

は
と

て
も

大
切

だ
と

思
う

。
生

徒
た

ち
は

焦
っ

て
決

め
る

の
で
は
な
く
、
自
分
は
臓
器
移
植
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
な
ど
、
自

分
ご

と
と

し
て

じ
っ

く
り

考
え

て
く

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

植
物

状
態

と
脳

死
に

つ
い

て
の
説
明
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
脳
細
胞
は
決
し
て
再
生
し
な

い
た

め
、
生

き
て

い
く
た

め
に

必
要

な
働

き
を

す
る

脳
幹

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

脳
死

に
な

り
、
他

の
脳
の
細
胞
が
機
能
し
て
い
な
く
と
も
脳
幹
は
生
き
て
い
る
状
態
の
こ
と
を

植
物

状
態

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
私

も
恥

ず
か

し
な

が
ら

は
っ

き
り

と
は

こ
の

違
い

を
知

ら
な

か
っ
た
の
で
脳
幹
が
壊
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
と
い
う
大
き
な
違
い

が
あ

る
こ

と
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
ま
た
初

め
に

佐
藤

先
生

が
脳

幹
と

い
う

言
葉

を
強

調
し

て
い

ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
中
学
生
も
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し

か
し

こ
の
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

の
脳

死
の
「
臓

器
移

植
が

前
提

と
な

る
場

合
は

２
種

類
」

と
い

う
の

が
少

し
わ
か
り
に
く
い
か
な
と
感
じ
た
。
 

 
佐

藤
先
生

の
お

話
は

死
や

臓
器
移
植
が
他
人
事
で
は
な
く
私
た
ち
も
直
面
す
る
可
能
性
が
十
分

あ
る

と
い

う
こ

と
が

と
て

も
伝

わ
っ

て
き

た
。
ま

た
自

分
が
臓

器
移

植
の

意
思

表
示

を
し

て
い

な
け

れ
ば

家
族
が
決
め
な
い
と
い
け
な
い
、
何
か
あ
っ
た
時
に
で
は
な
く
冷
静
な

時
に
話

し
合

い
を

し
て

意
思

表
示

を
し

て
お

い
た

ほ
う

が
い

い
と

い
う

意
思

表
示

の
必

要
性

を
丁

寧
に

説
明
さ
れ
て
い
て
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
臓
器
移
植
の
こ
と
を
通
し
て

、
自

分
や
家
族

が
脳

死
に

な
っ

た
後

の
「
命
」
に

つ
い

て
学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
 

 
 
中
学
校
の
先
生
方
に
は

15
歳
か
ら
臓
器
移
植
に
つ
い
て

YE
S
と
意
思
表
示
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
生
徒
の
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
「
自
分
ご
と

」
と
し

て
考

え
て

く
れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思
う
。
同
時
に
意
思
表
示
の
方
法
や
、
自
分
の
決
定
は
何
度
で
も

書
き

直
せ

る
こ

と
な

ど
も

伝
え

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
う

。
 

 
SY
V
P
の

年
代

別
ア

プ
ロ

ー
チ

の
中
学
生
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
私
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
臓

器
移

植
に

つ
い

て
説

明
す

る
の

か
、

き
ち

ん
と

伝
え

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な
言

い
回

し
が

適
切

な
の

か
な
ど
こ
の
佐
藤
先
生
の
動
画
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
佐
藤
先

生
の

授
業

の
よ

う
に

中
学

生
の

皆
さ

ん
に

わ
か

り
や

す
く

、
「

他
人

ご
と

」
で

は
な

く
「

自
分

ご
と

」
と

し
て
向
き
合
っ
て
も
ら
い
、
家
族
の
方
と
ど
う
し
た
ら
会
話
の
機
会

を
作

れ
る

か
を

考
え

て
い

き
た

い
。
 

大
学

3
年
生
 

女
性
 

 
私

が
中
学

生
と

い
う

立
場

か
ら
こ
の
授
業
を
み
る
と
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
み

に
つ
け

ら
れ

る
良

い
機

会
だ

な
と

感
じ

ま
し

た
。
特

に
、
混

同
さ

れ
や

す
い

脳
死

と
植

物
状

態
の

違
い

が
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
中
学

生
が

こ
の

授
業

を
う

け
た

と
き

に
、
こ
の

授
業

を
通

し
て

伝
え

た
い

こ
と

で
あ

る
「

臓
器

移
植

と
い

う
も
の
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
実

際
に
伝

わ
る

か
と

い
う

面
で

考
え

る
と

、
こ
の

授
業
は

中
学

生
に

と
っ

て
は

少
し

イ
ン

パ
ク

ト
が

薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
臓
器
移
植
を
道
徳
の
授
業
で

行
う

と
い

う
こ

と
も

考
慮

す
る

と
、
生
徒

の
心

が
動

か
さ

れ
る

よ
う

な
題

材
を

少
し

加
え

れ
ば

、
臓
器
移
植
を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
繋
が
る
の
で
は

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。
例

え
ば

、
こ
の

授
業

の
最

初
に

臓
器

移
植

に
関

連
す

る
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
番
組
を
生
徒
に
み
せ
る
な
ど
す
る
と
、
よ
り
生
徒
の
心
が
動
き
、
こ
の
授

業
も
も

っ
と

関
心

を
持

っ
て

聞
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

思
い

ま
し

た
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

・
知

識
の
イ

ン
プ

ッ
ト

が
多

い
た
め
臓
器
移
植
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
は
な
る
が
、
意
思
表

示
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

は
あ

ま
り

感
じ

な
い

。
道

徳
の

授
業

と
い

う
よ

り
は

保
健
の
授
業
と
い
う
印
象
。

主
旨

は
知
識

を
与

え
る

こ
と

な
の
か
、
そ
れ
と
も
意
思
表
示
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

こ
と

な
の

か
を

も
う

少
し

明
確

に
し

た
方

が
い

い
か

も
し

れ
な

い
。

・
具

体
的
な

経
験

を
聴

く
の

が
一
番
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
た
め
、

誰
か

の
経

験
を

話
に

入
れ

る
と

よ
い

か
も

(
私

は
移

植
医
療

に
つ

い
て

初
め
て
ち
ゃ
ん
と
お
話
を
聴
い
た
の
は
、
脳
死
腎
移
植
を
受
け
ら
れ
た
加

藤
み

ゆ
き

さ
ん

の
講

演
で

し
た

。
そ

れ
ま

で
意

思
表

示
に

つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
け
ど
す
ご
く
考
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
)

・
意

思
表

示
を
し

な
い

と
家

族
や
自
分
が
困
る
、
と
い
う
認
識
も
大
切
だ
け
ど
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

価
値
と

し
て

意
思

表
示

に
よ

っ
て

人
の

命
を

救
う

こ
と

が
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

の
に

、
し

な
い

の
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
と
意
思
表
示
カ
ー
ド
に
書
く

と
い

う
手

間
を

そ
ん

な
に

手
間

だ
と

思
わ

な
く

な
る

か
も
 

(
い

ざ
と

い
う
時

自
分

や
家

族
が
困
る
と
言
わ
れ
て
も
あ
ま
り
実
感
で
き
な
い
け
ど
、
い
ま
困
っ
て
い

る
人

は
い

る
か

ら
そ

の
人

た
ち

の
命

を
救

う
こ

と
に

な
る

と
い
う
認

識
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
)
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

こ
の

動
画
を

視
聴

し
て

、
初
め
て
臓
器
移
植
に
つ
い
て
学
ぶ
中
学
生
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
「
死
」
と

は
何

だ
ろ
う

か
、
臓

器
移
植

と
は

何
な

の
か

、
そ

し
て
臓
器

提
供

の
意

思
表

示
の

大
切

さ
と

い
う

の
を

主
に
、
中
学
生
で
も
理
解
し
や
す
い
説
明
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な

印
象
を

受
け

ま
し

た
。
臓
器

提
供

に
関

し
て

は
「
４

つ
の
権

利
」
に

さ
ら

に
＋

１
で
「
よ
く

考
え

た
が

、
ま
だ
決
ま
ら
な
い
」
と
い
う
権
利
を
付
け
足
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
臓

器
提
供
の

意
思

表
示

を
早

く
し

な
い

と
い

け
な

い
、
「
は

い
」
か
「

い
い

え
」
し

か
選
択

肢
が

な
い

と
い
う
焦
り
や
不
安
を
拭
え
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も

臓
器

提
供

の
意

思
表

示
と

い
う

言
葉

を
聞

く
と

、
早
く
し

な
い

と
い

け
な

い
の

で
は

な
い

か
と

、
意
思
表
示
す
る
こ
と
に
対
し
て
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
づ
ら
い
の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。
し

か
し

、
こ
の

動
画

で
は

意
思

表
示

に
つ

い
て

無
理

に
今

す
ぐ

答
え

を
出

す
必
要
は
な
い
こ
と
、
ゆ
っ
く
り
自
分
の
意
思
で
決
め
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る

こ
と

、
ま
た

そ
の
答

え
が

何
か

の
き

っ
か

け
で

変
わ

っ
て

も
構

わ
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

て
伝

え
な
が
ら
お
話
さ
れ
て
い
る
の
で
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
対
し
て
不

安
や

恐
怖

を
感

じ
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。
ま

た
「

死
ぬ
人

が
い

る
か

ら
こ

そ
、
生

き
て
い

け
る

人
が

い
る
」
と
い
う
臓
器
移
植
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
お
話
さ
れ
て
い
る
時
に
、
当

た
り
前
の

こ
と

で
は

あ
る

が
、
「

死
」
は

誰
に

で
も

平
等

に
や

っ
て

く
る

こ
と
、
そ

の
「

死
」
が

突
然
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
で

、
自

分
が

そ
の

ス
ト

ー
リ

ー
の

死
ぬ

側
の

人
間

に
な

る
か

も
し

れ
な

い
、
も

し
く
は

自
分

の
知

ら
な
い
死
ぬ
人
か
ら
臓
器
提
供
を
受
け
て
生
き
て
い
く
側
の
人
間
に
な

る
か
も

し
れ

な
い
、
そ

れ
は

ど
ち

ら
も

い
つ

自
分

の
身

に
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

と
い

う
こ

と
を
、
自

分
自
身
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
一
度
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い

ま
し

た
。
こ

う
や
っ

て
も

し
自

分
の

身
に

起
き

た
ら

？
と

い
う

想
定

を
す

る
こ

と
で

、
今

ま
で

他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
臓
器
移
植
や
臓
器
提
供
が
す
ご
く
身

近
に

感
じ

ら
れ

、
そ

れ
ら

に
興

味
を

持
て

る
よ

う
に

な
る

と
思

い
ま

し
た

。
以

上
か

ら
、
こ
の

動
画

は
「
死
」
に
つ
い
て
臓
器
移
植
と
い
う
１
つ
の
テ
ー
マ
を
用
い
て
、
臓
器
移
植

、
臓
器
提

供
の

意
思

表
示

と
は

何
か

、
と

い
っ

た
基

本
的

な
内

容
を

中
学

生
向

け
に

分
か

り
や

す
く

説
明
し
な
が
ら
、
「
死
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
、
臓
器

提
供
の

意
思

表
示

へ
の

関
心

が
持

て
る

よ
う

な
内

容
で

あ
り

、
臓
器

移
植

の
入

り
と
し

て
は

簡
潔

で
親

し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
中
学
校
教
師
が
こ

の
動

画
の

後
に

＋
α

で
臓

器
提

供
の

現
状

で
あ

っ
た

り
、
臓

器
提

供
か

ら
移

植
ま
で

の
流

れ
、
臓

器
移
植
を
受
け
た
後
の
生
活
、
ま
た
意
思
表
示
の
仕
方
な
ど
を
お
話
さ
れ
た

ら
、
も
っ

と
臓

器
移

植
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
こ

と
が

出
来

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
し

た
。
こ

う
し
た
「
死
」
に
つ
い
て
臓
器
移
植
を
題
材
に
中
学
生
に
向
け
て
お
話
す

る
こ
と

で
、
早

い
段

階
で
臓

器
移

植
や

臓
器

提
供

に
つ

い
て

関
心

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
り

、
意
思

表
示
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
の
が
と
て
も
良
い
こ

と
で
あ

る
と

思
い

ま
し

た
。
私

は
こ

れ
を
き

っ
か

け
に

沢
山

の
人

に
臓

器
移

植
、

臓
器

提
供

に
つ

い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

こ
の

動
画
は

、
中

学
生

に
対

し
て
「
臓
器
提
供
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
」
を
与
え
る
こ
と
を
一

番
の
目

的
に

し
て

い
る

と
感

じ
ま

し
た

。
実

際
に

自
分

が
中

学
生

の
頃

は
、

移
植

医
療
の

こ
と

な
ど

ま
っ

た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
一
番
基
礎
と
な
る
知
識

を
伝

え
、
現

状
を

知
っ
て

も
ら

う
こ

と
で

考
え

る
一

助
に

な
る

と
思

い
ま

す
。
 

し
か

し
、
中

学
生

の
段

階
で
「
死
」
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
な
ん

と
な
く

現
実

味
を

感
じ

ら
れ

な
い

と
い

う
か
、
具

体
的

に
イ

メ
ー
ジ

し
づ
ら
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
「
4
つ
の
権
利
+
１
」
を
全
員
が
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、
制
度
や
社
会
の
仕
組
み
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

に
臓

器
移

植
を

経
験

し
た

人
や

そ
の

家
族
の
体
験
談
な
ど
が
取
り
入
れ
る
と
よ
り
現
実
味
が
わ
き
、
イ
メ

ー
ジ

し
や

す
く

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

意
思

表
示
の

重
要

性
や

必
要

性
に
よ
り
焦
点
を
当
て
て
説
明
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
経

験
上

、
知

識
を

与
え

ら
れ

た
だ

け
で

は
実

際
に

行
動

し
な

い
こ

と
の

方
が

多
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
し
か
し
、
そ
の
行
動
の
重
要
性
や
必
要
性
が
自
分
の
中
に
落
と
し

込
め

た
時

は
行

動
に

移
す

こ
と

が
出

来
ま

す
。

 
以

上
が

、
動

画
を

視
聴

し
て

感
じ
た
こ
と
で
す
。
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

小児の終末期医療の実践に関する研究   

 

研究分担者 多田羅竜平  大阪市立総合医療センター緩和医療科部長 
 
 
 
 

 
 
Ａ．研究目的 
  小児医療従事者を対象とした小児緩和ケア教

育プログラムを実施してきた経験を基に、脳死臓器

移植のドナー家族と関わる医療者向けの教育プロ

グラムの構築を検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
  自院で脳死臓器移植のコーディネート行う医療
スタッフを対象に、現状における課題、教育プログ
ラムのニーズについて聞き取り調査を行った。 
 続いて、これまで10年近く続けてきた小児医療従
事者向けの小児緩和ケア教育プログラムの実践を
基に、脳死臓器移植のドナー家族に関わる医療者
向けの教育プログラムの在り方を考察した。 
 
  （倫理面への配慮） 
 特に倫理面での配慮を必要とする研究は行って
いない。 
 
Ｃ．研究結果 
  聞き取り調査を通じて、脳死臓器移植のドナー
家族に関わるコーディネーター不足、ドナー家族
へのサポート体制が不十分なこと、脳死臓器移植
に関わる多職種に対する普及啓発、教育の取り組
みの必要性が浮かび上がった。 
  
 
Ｄ．考察 
  小児緩和ケア教育プログラムは全人的なケアを
実践するための入門的なプログラムであり、モジュ
ールの内容は多岐にわたるが、なかでも難しい場
面におけるコミュニケーション・スキルの上達、全人
的な家族ケアの実践的理解の向上、倫理的感性
の涵養においてこれまで培った教育プログラムで
の経験が生かされうると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
  小児緩和ケア教育プログラムは脳死臓器移植の
ドナー家族に関わる医療者に対する教育プログラ
ムを構築する上で様々な点で参考になりうると思わ
れ、今後さらに内容を吟味していくことが望まれる。 

 
 
Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
  なし 
 
 2.  学会発表 
  なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況  

（予定を含む。） 
 1. 特許取得 
   なし 
 2. 実用新案登録 
   なし 
 3.その他 

  なし 

 

研究要旨： 

小児医療従事者を対象とした小児緩和ケア教育プログラムを実施してきた経験を基に、

脳死臓器移植のドナー家族と関わる医療者向けの教育プログラムの構築を検討する。 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

重症小児救急事例の発生頻度と初期診療における家族の意思確認に関する研究   

 

研究分担者 西山 和孝  北九州市立八幡病院 小児科 部長 

研究担当者 市川 光太郎  北九州市立八幡病院 前院長   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
  脳死・脳死下臓器提供に対する認識について、
一般外来通院家族、小児救急医療従事者につい
て調査検討した結果を基に今後提供者数を増加さ
せるための体制整備に必要な問題点を抽出する。 
 
Ｂ．研究方法 
  小児の脳死および脳死下臓器提供に関する既
存のアンケート調査 1), 2)を基にした解析。 
 
Ｃ．研究結果 
  一般外来通院家族1,445名の属性は、母親87.
5%、父親8.9%。受診したこどもの93%は健康で1-4歳
が44.7%、1歳未満が21.3%。脳死をヒトの死と「思え
る」42.8%、「思えない」47.7%。脳死下臓器提供に
「賛成」22.9%、「どちらとも言えない」73%、「反対」2.
9%。わが子が脳死となった場合「受容できない」31.
1%、「できるかも」62.3%、「できる」4.4%。医療者から
の意思確認について「聞かれたくない」7.3%、「聞い
てみる」67.6%。臓器提供について「考えられない」1
6.1%、「説明によって考える」60.8%。脳死・脳死下臓
器提供、わが子に起こった場合の受容については
父親の方が寛容であり父母で有意差を認めた。 

小児救急医療従事者441人の属性は、医師91.
5%、看護師7.8%。男性77.4%、女性22.4%。20年未満
が45.7%、20年以上が54.3%。現行の制度下では認
められていない被虐待児からの臓器提供に関して、
「行ってはいけない」51.3%、「行ってもよい」23.1%
「どちらとも言えない」24.3%。過去の虐待歴がある
が現在健全養育をうけている場合に臓器提供を
「行っても良い」59.9%、「いけない」12.9%。虐待疑い
例での「臓器提供可」21.2%、「不可」52.3%、予防で
きる傷害による脳死での提供「可」49.6%、「不可」19.

5%。男性・若い世代で寛容な意見が有意に多かっ
た。 
 
Ｄ．考察 
  家族に関して、脳死や臓器提供に関する意識
調査を行ったところ、臓器提供の説明や提供につ
いても説明を聞いたり、検討してみたいという前向
きな意見は半数を上回っており、我々医療従事者
のより真摯な対応と説明により提供を検討して頂け
る環境にあると思われる。また、脳死に対する正確
な知識の不足や普段より関心がないことで考える
環境を持つことなく急に発症した状態に対して決
断を行うことが出来ないことも考えられる。 

小児救急医療従事者に対しては、現行制度下
の問題点として考えられる虐待への対応を調査し
ているが、過去の虐待歴がある場合の対応、虐待
の疑いや予防できる傷害の判断などについて全く
否定的な意見だけではなかった。 

家族の年齢層や寛容な考えを持つ小児救急医
療従事者の年齢層は20-40代であり、今後より若い
世代へ平時からの情報提供や教育を行っていくこ
とで脳死や脳死下臓器提供により関心が高まり、
オプション提示を行いやすい社会環境や被虐待
児への対応などを社会で再度議論する土壌が生
まれると思われる。 
 
Ｅ．結論 
  小児の脳死・脳死下臓器提供に関して、現在乳
幼児の保護者である世代は全否定ではなく前向き
に捕えてくれる可能性があり、医療従事者において
も同様の傾向が認められる。正確な知識や情報提
供を行う体制整備構築が望ましい。 
 

研究要旨：小児脳死下臓器提供に至る重症小児事例が搬送される施設での体制整備は

行われてきているが、患児の代弁者である保護者の考えや医療従事者の臓器提供に対

する考えは臓器提供に至る前段階として重要な要素となりえるため、既存の調査結果を

基に現状把握を行った。保護者に対する調査では脳死・脳死下臓器提供に否定的な意

見だけでなく、前向きに検討する意見も同程度以上認めた。医療従事者に対して行った

被虐待児に関する調査では寛容な意見も認められ、男性・若い世代で寛容な意見が有意

に多かった。脳死・脳死下臓器提供を前向きに捕える家族は決して少なくはなく、年齢が

若い医療従事者にもその傾向が認められていた。今後、脳死について正確な知識や情

報提供を行い、平時より関心事項になるような教育体制などの環境整備および被虐待児

に対する対応が必要である。 



23 
 

参考文献 
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脳死および臓器移植に関する意識調査(第二回). 
日小児救急医会誌.2017;7:111-115 
 
Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
  なし 
 2.  学会発表 
  なし 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  なし 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 3.その他 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

被虐待児除外に関する研究   

 

研究分担者 種市 尋宙  富山大学小児科 講師 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
  児童からの臓器提供におけるプロセスは複雑で
あり、いまだ実施例も限定されていることから各施
設から不安の言葉を耳にする。2015年に日本臓器
移植ネットワークから公表された「改正臓器移植法
施行から 5 年」において、児童からの脳死下臓器
提供事例に関する解析結果から、臓器提供に至ら
なかった原因として、「虐待の疑いが否定できず」
が上位に挙げられている。また、虐待評価におい
て現場で参考とする「被虐待児除外マニュアル」の
内容が厳しすぎるという意見も各地で多く聞かれ、
その解釈において混乱が起こっている。本分担研
究において、これまでに児童からの臓器提供を実
施し、施設名が公表されている施設へ赴き、被虐
待児除外のプロセスにおける問題点をヒアリングに
て明らかにし、その解決策をまとめた指針を出す方
針である。本年度は、主に被虐待児除外プロセス
における問題点を解析し、論点を明確にすることを
目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
  国立成育医療研究センター 成育医療研究開
発費「小児肝移植医療の標準化に関する研究」
（主任研究者 笠原 群生）分担研究報告書「脳死
下臓器摘出における虐待の判別」（研究分担者 
奥山 眞紀子）に報告されている「脳死下臓器提供
者から被虐待児を除外するマニュアル改定案(Ver.
 4) （研究協力者 山田不二子、宮本信也、荒木
尚、溝口史剛、星野崇啓）」（以下,虐待除外Ver4）
は、児童からの臓器提供において、多くの施設が
参考にするマニュアルである。平成30年にVer.4が
公表されており、これらの内容、文言を評価し、現
場において、理解しがたい部分、解釈に困難を伴う
部分、問題と考えられる部分を抽出し、評価を行っ
た。また、その他の被虐待児除外に関する法的文
言やマニュアルなどにおける記載を評価し、ヒアリ

ング時に各施設に行う質問事項を作成した。 
  （倫理面への配慮） 
 データ収集にあたっては、個別事例から個人が特
定されない様、配慮し、逐語録の段階から個人情
報は除いた。 
 
Ｃ．研究結果 
  被虐待児除外に関する資料は、虐待除外Ver4
以外に、「臓器提供施設マニュアル（平成22年度）」
「「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針
（ガイドライン） における虐待を受けた児童への対
応等に関する事項に係る留意事項について（健臓
発０６２５第２号平成２２年６月２５日）」「臓器提供手
続に係る質疑応答集（平成27 年９月改訂版）」を
参考に評価した結果、以下の問題点が抽出された。 
① 臓器提供施設マニュアルにおいては、虐待除

外マニュアル改訂版（Ver2）までは参考として
いるが、それ以降の改訂、つまり、Ver3,Ver4の
改訂は同研究班が独自に進めており、法律等
に参考文献として挙がっていない。 

② 一方で、臨床現場で多くの医師らは虐待除外
Ver4を使用し、その規定の厳しさから臓器提
供における虐待評価の解釈において混乱をき
たしている。以下に実臨床における虐待評価
とマニュアルにおける虐待評価の解離につい
ていくつかの例を挙げる。 
例①虐待除外Ver4において、「当該児童が6

歳未満児のときはチャイルドシートを着用
することが道路交通法で義務づけられて
いるので、6歳未満児がチャイルドシート
未着用で交通事故外傷を負った場合は、
子どもを守るための規定に違反したと判
断されることに基づき、その児童を臓器
提供の対象から除外する。」と新たに加
えられているが、わが国の実情は、チャイ
ルドシート着用率が、6歳未満全体で66.

研究要旨： 

児童からの臓器提供において、被虐待児の除外は重要なプロセスである一方で、そのハ

ードルの高さにも大きな課題があるとされている。今年度の本研究班では被虐待児除外

に関する法的文言やマニュアルなどにおける記載に関して、臨床における問題点と各マ

ニュアルの表現を対比して評価を行った。その結果、わが国の現状にそぐわない表現が

あるとともに、各マニュアル間に齟齬が生じており、現場を混乱させている一因とも思われ

た。解釈の違いによって大きく結果が変わる状況が判明し、虐待診療と臓器提供のあり方

についてより明解で理解しやすい解説、指針が必要な状況と考えられた。 
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2％（チャイルドシート使用状況全国調査
2018 警察庁/日本自動車連盟（ＪＡＦ））
であり、国民の3分の１が装着していない
現状がある。 

例②「保護者が乳幼児の監督を怠り、安全管
理の不行き届きによって、子どもが重大
な事故に遭ったり、薬物・毒物を誤飲した
りした場合も、「安全のネグレクト」とみな
され、当該児童から臓器提供はできな
い。」とされる、安全のネグレクトに関する
規定である。外因による低酸素性脳症や
頭部外傷事例の多くがいわゆる「事故」
によるものである。「事故」は何らかの不
注意がない限り起こることはなく、第三者
の目撃がある状況で起こる事故も頻度は
高くない。溺水など、通常は人の目が離
れることで事故は起こっている。結果とし
て、この文言が現場に与える印象は「事
故事例は全て臓器提供を選択してはい
けない」という判断に導いてしまっている
可能性が示唆され、議論を要する点であ
る。 

例③ 虐待診療における院外機関との連携に
ついて、「将来的には、医療機関・児童相
談所・警察・保健所・保健センター・市区
町村等が緊密に連携することで詳細な虐
待診断ができる体制を築き、そこで「被虐
待児ではない」と診断された場合には臓
器提供の道が再度開かれるような筋道を
作って、「臓器を提供する」という尊い意
思が確実に活かされていくことを期待した
い」と表記されているが、法改正当時は
体制不備な地域が多かったが、その後の
メディアによる指摘や厚労省通達などか
ら変化があり、現在、多くの地域で体制
整備が進んでいる。児童相談所との連携
は95％の地域で成立しており、現状と合
致していない記載が認められる。 

③ 臓器提供手続きに係る質疑応答集（平成27年
9月改訂版 厚生労働省健康局疾病対策課移
植医療対策推進室）の記載において、「虐待が
行われた疑いの有無を判断する一律の基準を
示すことは困難」「（虐待評価において）外部の
機関への照会を行うことまで求めているもので
はない」といった記載を認める。これらは、先の
虐待除外Ver4の記載と齟齬が生じている。 

 
2010年に改正法が施行されてから9年が経過しよう
としている中で、多くのマニュアルが独自に改訂さ
れ、臨床現場ではその解釈に戸惑う部分が認めら
れた。 
これらの問題点を臨床現場で評価するため、児童
からの臓器提供実施施設への訪問時に行う質問事
項の作成を行った。 
＜作成した質問事項＞ 
・患児背景（年代、原疾患、経緯など） 
・児童相談所との連携の有無と手段（対面、電話、

郵便、FAX、メール、その他） 
・自治体（健診など）との連携の有無と手段（対面、

電話、郵便、FAX、メール、その他） 
・警察との連携（対面、電話、郵便、FAX、メール、

その他） 
・（事故の場合）第三者の目撃の有無 
・（事故の場合）安全のネグレクトに対する評価、考

え方 
・（事故の場合）現場は室内か屋外か 
・被虐待児除外マニュアルVer1～Ver4に対する意

見（役立った点、改善すべき点） 
Ｄ．考察 
  現在、参考とされているマニュアル等の評価を
行った。わが国の現状との乖離、また日常臨床との
乖離が認められた。チャイルドシートに関する記載
は代表的であり、子どもの安全、保護を考えれば、
着用させることは極めて重要である。着用率が低
いというわが国の現状は、それはそれで問題では
ある。一方で一概に虐待としてしまう対応は、終末
期に至った事例において、その問いかけを重視す
べきであるか、今後議論が必要と思われる。理想と
現実を評価すること、またその議論の時相が今どこ
にあるのか、を評価しなくてはいけない。患児が今
後も生活を継続する場面であるならば、家族への
徹底した説明と理解を求め、地域支援で養育不良
を改善させていく努力が重視される。しかし、脳死
に至り、終末期と判断され、その先の生活がない状
況の患児に対して、未着用が養育不良であることを
持ち出す必要のある問題かというと、それは一般常
識には至っていない。国民の3分の１が行っている
行為が明らかな虐待、ネグレクトとすることには、コ
ンセンサスが得られないであろう。どちらも一律に
決定することは臨床にそぐわない結果をもたらす。
臓器提供のプロセスにおける被虐待児除外の問題
の根源は、それぞれの診療スタンスの違いである。
子どもたちを守るために虐待診療は重要であり、性
悪説の視点で臨むべき医療である。また、終末期
医療における臓器提供は、家族の悲嘆、後悔、自
責の念に寄り添い、最後の看取りにおいて性善説
を持って医療を提供するものである。この立ち位置
の違いを、時相の考え方を持ち込んでより柔軟な
対応が可能とならないか、という点を本研究班で探
索していく。 
 
Ｅ．結論 
 現在のわが国において、臨床現場が混乱してい
る実情が垣間見えた。子どもの終末期という最も理
不尽な状況下において、家族の尊い臓器提供の
申し出、思いに応えるためのさらなる体制整備が必
要である。一方で、わが国の虐待診療の発展の妨
げになることも許容できない。虐待診療における考
え方を変更する必要はないと思われる。今後、本研
究班において、過去に児童からの臓器提供を経験
し、かつ施設名が公表されている施設に連絡を行
い、随時日程調整が行われた施設から、訪問を行
っていく。被虐待児除外におけるプロセスの問題に
ついて、ヒアリングを行い、逐語録を作成。その後、
被虐待児除外における問題点の解決方法、解釈
の方法を評価していく方針である。その先に、現存
するマニュアルの理解を促進するプロダクトを作成
していくことで、臨機応変に対応することが可能とな
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るように期待する。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
  ・種市尋宙，太田邦雄．救急場面における初期 

対応 溺水 小児科診療 81: 86-88, 2018. 
  ・種市尋宙，板沢寿子，堀江貞志， 野村恵子，

足立雄一，坂下裕子．急性の経過でこどもを
喪失した家族へ渡すグリーフカードの意義．
日本小児救急医学会雑誌 18（1）: 6-11, 20
19. 

  ・Takase N, Igarashi N, Taneichi H,      
Yasukawa K, Honda T, Hamada H, Takana
shi JI. Infantile traumatic brain injury with 
a biphasic clinical course and late reduced 
diffusion. J Neurol Sci. 2018; 390: 63-66. 

  ・堀江貞志, 種市尋宙, 田中朋美, 宮一志, 
本郷和久, 足立雄一, 西野一三. 低身長で、
繰り返すけいれん発作を契機に診断されたM
ELASの1例. 小児科2018 59(4): 353-4. 

 2.  学会発表 
  ・種市尋宙．小児での臓器提供の現状・課題を

考える．第45回日本臓器保存生物医学会学
術集会；2018 Nov 9；名古屋． 

  ・種市尋宙．小児での臓器提供の現状・課題を
考える 移植 53（2-3）：221-222，2018. 

  ・種市尋宙．海外渡航移植と脳死下臓器提供の
現場から伝えるこどもの命．東葛リベラルアー
ツ講座；2018 July 1; 千葉． 

  ・種市尋宙．小児救急現場における臓器提供と
終末期医療．第11回小児救命集中治療研究
会；2018 Nov 17; 千葉． 

  ・種市尋宙．小児救急からみたこどものいのちと
臓器提供．AODAあいち臓器提供支援プログ
ラム市民フォーラム「未来につなぐいのち」；20
18 Nov 18; 名古屋． 

  ・堀江貞志, 種市尋宙, 齊藤悠, 足立雄一. 富
山県内における小児死亡症例のまとめ～現状
と課題、そしてCDR実現に向けて～. 第40回
富山地方会; 2018 July 8; 高岡. 

  ・高橋 絹代, 前田 昭治, 飯田 博行, 高田 
正信, 瀬戸 親, 嶋岡 由枝, 種市 尋宙．救
急・集中治療における終末期医療と臓器提供 
小児臓器提供における虐待否定の課題．脳
死・脳蘇生 31（1）：33，2018. 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   なし 

  

 



27 
 

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

「小児からの脳死下臓器提供にかかる基盤整備と普及啓発のための研究」 

小児脳死下臓器提供における看護の検討   

 

研究分担者 日沼千尋 東京女子医科大学看護学部 教授  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
脳死状態にある子どもと家族への支援の実際
を明らかにし、子どもの家族が脳死下臓器提供
の意思決定に至る支援のあり方を検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
研究デザインは インタビューデータを分析

対象とする質的研究。 

研究対象は15歳未満の小児の脳死下臓器提供を

実施した施設(日本臓器移植ネットワークHpに

おいて公表)のうち、施設長の許可が得られ、研

究の趣旨に同意した看護師６名を対象としてイ

ンタビューを実施する。対象の選択基準は①同

意取得時において年齢が20歳以上の看護師②脳

死下臓器提供をした子どもと家族のケアを一日

以上担当した看護師③本研究の参加にあたり十

分な説明を受けた後、十分な理解のうえ、本人

の自由意志による文書同意が得られた看護師と

する。インタビューで収集する主な内容は「患

者ケアの実際」であり、以下の内容を含むイン

タビューガイドに基づき収集する。 

①研究対象者の年齢②研究対象者の職種、専

門③研究対象者の経験年数、移植医療に関わっ

た経験④研究対象者の所属部署、診療科⑤対象

者が行った看護ケアについて(インタビューの

中に出てくる患者情報は臓器移植ネットワー

クホームページで公表されている年齢、脳死の

原因となった病状以外の情報は、内容理解に差

支えない程度に漠然化または削除する) 

「子どもに対して行った支援とケア、その根拠、

心がけたこと」「家族に対して行った支援とケア、

その根拠、心がけたこと」「子どもと家族のため 

にして良かったと考える支援、ケア」「もっとこ

うすればよかったと思う支援、ケア」「子どもの

脳死下臓器提供における支援、ケアの課題」「当

時を振り返って感じること」 

データ解析は、質問項目毎に要点をまとめ、臓

器提供をする子どもと家族への支援を検討する。 
 
倫理面への配慮として、人を対象とする医学系

研究に関する倫理指針（平成２６年文部科学

省・厚生労働省告示第３号）に基づき、東京女

子医科大学倫理委員会の承認を得て実施する 

(承認番号5153) 。 研究担当者は、同意説明文

書を研究対象者に渡し、文書および口頭による

十分な説明を行い、研究対象者の自由意志によ

る同意を文書で取得する。インタビューデータ

は匿名化し、対応表は本研究にかかわらない第

三者が保管する。 
  
Ｃ．研究結果 
 調査未着手のため、結果は出ていない。 
Ｄ．考察 
  調査未着手のため、考察はない。 
Ｅ．結論 
調査未着手のため、考察はない。 

Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表  なし 
 2.  学会発表  なし 

研究要旨： 
 本研究の目的は、「脳死状態にある子どもと家族への支援の実際を明らかにし、子
どもの家族が脳死下臓器提供の意思決定に至る支援のあり方を検討する」ことであ
る。研究方法は インタビューデータを分析対象とする質的研究であり、研究対象は、 
15歳未満の小児の脳死下臓器提供を実施した施設(日本臓器移植ネットワークHpに
おいて公表)のうち、施設長の許可が得られ、研究の趣旨に同意した看護師６名を対
象としてインタビューを実施する。インタビューの内容は、看護師の属性のほかに 
脳死下臓器提供をした子どもと家族に看護師が行った支援の内容を中心とする。倫理的

観点から、東京女子医科大学倫理委員会に申請し、倫理的観点からの承認を得た。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 なし 2. 実用新案登録 なし 
 3.その他  なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野））） 

 分担研究報告書 

 

小児脳死下臓器提供における家族ケアに関する研究 

 

研究分担者 別所 晶子  埼玉医科大学 医学部 助教 
 
 
 
 

 
 
 
 
Ａ．研究目的 
  小児の脳死下臓器提供に関わる家族の心理と
その対応方法について明らかにする。 
 
Ｂ．研究方法 
  Pub-medを利用し、「organ transplant」 
「brain death」「family care」「pediatric」をキーワー
ドとして、小児の脳死下臓器提供に関わる家族の
心理と対応について文献研究を行った。 
 
  （倫理面への配慮） 
 特になし 
 
Ｃ．研究結果 
 ・脳死⇒臓器提供を経験した家族の心理と対応 

・臓器提供に際して家族が重視すること 

・臓器提供に際して家族が悩むこと 

・臓器提供を考える家族への対応 

・臓器提供の同意理由と家族の心理 

・臓器提供の拒否理由と家族の心理 

・決断後の家族の長期的悲嘆プロセス 

・他国の動向 

の 8 項目について明らかにした。 
 
Ｄ．考察 
  ・小児の脳死下臓器提供を決断する前に家族は

「子どもの死」を体験しなければならず、心理的
葛藤は大きい。 
・家族は医療者に対して共同決定を望んでいる。 

 
Ｅ．結論 
子どもが救命救急センターに運ばれてきた直後

から、脳死と診断され、臓器提供を決断し、臓器提
供のプロセスが進み、死亡退院した後も、継続的
に家族に対して情緒的サポートを提供することが
重要である。 
 
Ｆ．健康危険情報 

 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
  特になし 
 
 2.  学会発表 
  ・第121回日本小児科学会学術集会 
  ・第32回日本小児救急医学会学術集会 
  ・第37回日本心理臨床学会学術集会 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  特になし 
 2. 実用新案登録 
  特になし 
 3.その他 

 特になし 
  

 

研究要旨： 

小児の脳死下臓器提供に関わる家族の心理とその対応方法について、文献研究を行っ

た。その結果、小児の脳死下臓器提供を決断する家族の心理的葛藤は大きく、子どもが

救命救急センターに運ばれてきた直後から、死亡退院した後も、家族に対する心理的ケ

アが重要であることが明らかになった。 
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